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―　　―１

序

　本県には、これまでに発見された約４，６００箇所の遺跡をはじめとして、

先人の遺産である埋蔵文化財が豊富に残されています。これらの埋蔵文

化財は、地域の歴史や伝統を理解し、未来を展望した彩り豊かな文化を

創造していくうえで、欠くことのできないものであります。

　一方、日本海沿岸東北自動車道をはじめとする高速交通体系の整備は、

地域が活発に交流・連携する秋田をめざす開発事業の根幹を成すもので

あります。本教育委員会では、これらの地域開発との調和を図りながら、

埋蔵文化財を保存し、活用することに鋭意取り組んでおります。

　本報告書は、国道２８２号改築工事に先立って、平成１３年度に鹿角市十和

田毛馬内地区で実施した物見坂Ⅲ遺跡の発掘調査成果をまとめたもので

あります。調査では、縄文時代前期の土坑墓群、平安時代の竪穴住居跡

などが見つかり、当時の人々の生活の一端が明らかになりました。

　本書がふるさとの歴史資料として広く活用され、埋蔵文化財保護の一

助となることを心から願うものであります。

　最後になりましたが、発掘調査ならびに本報告書の刊行にあたり、御

協力いただきました秋田県鹿角建設事務所、鹿角市、鹿角市教育委員会

など関係各位に対し、厚く御礼申し上げます。

　　平成１５年３月

秋田県教育委員会　　　　　　　　　

教育長　小　野　寺　　清　　



例　　　言

１　本報告書は、国道２８２号国道道路改築事業に係る秋田県鹿角市十和田錦木字下野２－２外に所在

する物見坂Ⅲ遺跡の発掘調査報告書である。発掘調査等については、すでに平成１２年度秋田県埋蔵

文化財発掘調査報告会資料・秋田県埋蔵文化財センター年報２０（平成１３年度）・物見坂Ⅲ遺跡発掘

調査資料として一部を公表したが、本報告書の記載内容がすべてに優先する。

２　第５章の自然科学分析には、パレオ・ラボ株式会社に業務委託した分析報告書を編集し収載した。

３　遺跡航空写真は、株式会社シン技術コンサルに業務委託した空中写真を使用した。

４　本報告書挿図中に使用した土層表記法は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修・財団法人日

本色彩研究所色票監修『新版標準土色帖　１９８９年版』を使用した。

５　本報告書に使用した地形図は、建設省国土地理院発行２５，０００分の１「花輪」「小坂」・５０，０００分の

１「花輪」「小坂」、および秋田県鹿角建設事務所提供の工事図面である。

６　本遺跡の調査ならびに報告書刊行にあたり、付記内容を御指導、御教示いただいた（敬称略）。

　高島成侑（八戸工業大学建築工学科教授、掘立柱建物跡にみる時代考証について）

　長尾正義（三沢市教育委員会主査、縄文時代早期から前期の尖底土器について）

　女鹿潤哉（岩手県立博物館学芸員、岩手県内各地の縄文時代早期から前期の遺物について）

７　本書の草稿執筆と編集は、藤澤一史が行った。

凡　　　例

１　遺構番号は、その種類ごとに下記の略記号、検出順に通し番号を付し、精査の結果、遺構ではな

いと判断したものは欠番とした。

　遺構　ＳＡ・・・柱列　　　　　　ＳＢ・・・・掘立柱建物跡　　ＳＤ・・・・溝跡

　　　　ＳＩ・・・竪穴住居跡　　　ＳＫ・・・・土坑（土坑墓）　　ＳＫＦ・・・フラスコ状土坑

　　　　ＳＫＴ・・陥し穴　　　　　ＳＫＰ・・・柱穴様ピット　　ＳＷ・・・・炭焼遺構

　遺物　ＲＰ・・・土器　　　　　　ＲＱ・・・・石製品　　　　　ＲＳ（Ｓ）・・石

２　遺跡基本層位の土層注記にはローマ数字を用いた。

３　挿図中の遺物番号は、遺構内外の出土を問わず通し番号を付し、図版中の番号と対応する。また、

挿図中の出土地点は、遺構番号の他にグリッドと調査区（Ｅ＝東区・Ｗ＝西区・Ｓ＝南区）の略号

を用いて記載した。

４　基本的に遺構実測図は１�４０及び１�２０、遺物実測図は１�２及び１�３の縮尺で掲載した。しかし挿図割

付の関係上、さらに若干の縮小を施した挿図がある。各頁に付したスケールを参照されたい。
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第１章　はじめに

　　第１節　調査に至る経過

　秋田県建設交通部により鹿角市十和田における国道２８２号の改築事業が計画された。国道２８２号は、

岩手県盛岡市を起点とし、秋田県鹿角市、青森県碇ヶ関村を結ぶ幹線道路で、十和田八幡平国立公園

を中心とした観光拠点を連結する観光道路として機能を有するとともに各生活圏を連結する生活道路

でもある。改築事業は毛馬内地区での現道の狭隘と、JR花輪線来満踏切りなど交通のネックを解消し、

安全かつ円滑な交通の流れの確保することを目的としている。

　本地区に埋蔵文化財包蔵地の存在する可能性があることは、市教育委員会の事前調査で明らかにさ

れていたが、秋田県鹿角建設事務所は文化財保護法に基づき、この事実確認と今後の対応について県

教育委員会に調査を依頼した。平成１１年度に、県教育委員会が県建設交通部に事業紹介した際、鹿角

市十和田毛馬内錦木地区で国道２８２号改築事業を予定していることが判明した。当該地域には、鹿角

市教育委員会の調査で埋蔵文化財包蔵地が存在する可能性があるとされており、平成１２年４月に鹿角

建設事務所長から県教育長あてに、計画路線内に存在する埋蔵文化財包蔵地の分布調査依頼があった。

同年５月、遺跡分布調査を実施した結果、計画路線に隣接する物見坂Ⅲ遺跡の範囲が、周知の範囲よ

り大きく西側へ広がり、計画路線内に及んでいる可能性があることを確認した。このため、同年９～

１０月に確認調査を実施し、発掘調査が必要であるとの結論に達した。県建設交通部と県教育委員会が

協議を行い、当該地域の記録保存の措置をとることとなった。秋田県教育委員会は、物見坂Ⅲ遺跡の

発掘調査を平成１３年５月から実施するに至った。

　　第２節　調査要項

 遺 跡 名 称 物見坂Ⅲ遺跡（ものみざかさんいせき）　※遺跡略号　１MMZⅢ

 所 在 地 秋田県鹿角市十和田錦木字下野２－２外

 調 査 期 間 平成１３年５月１７日～１０月２６日

 調 査 面 積 ６，５００㎡

 調査主体者 秋田県教育委員会

 調査担当者 秋田県埋蔵文化財センター

  小林　芳行（秋田県埋蔵文化財センター南調査課　学芸主事）（平成１４年３月転出）

  藤澤　一史（秋田県埋蔵文化財センター南調査課　学芸主事）

 総務担当者 佐藤　　悟（秋田県埋蔵文化財センター総務課　課長）

  高橋　　修（秋田県埋蔵文化財センター総務課　主任）

  佐々木敬隆（秋田県埋蔵文化財センター総務課　主事）（平成１４年３月転出）

  成田　　誠（秋田県埋蔵文化財センター総務課　主事）

 調査協力機関 秋田県鹿角建設事務所　鹿角市教育委員会　秋田県立十和田高等学校
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第１図　遺跡位置図
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第２章　遺跡の位置と立地

　　第１節　遺跡の立地

　遺跡の位置する秋田県鹿角市は県の北東部、米代川上流域の花輪盆地を中心とした都市である。北

は小坂町、南は仙北郡田沢湖町、西は大館市と北秋田郡比内町、東は岩手県と境を接する。面積は７０７．３４

�、人口３９，９１０人（２００２年１月現在）である。

　市域の南北を国道２８２号が縦走し、JR花輪線は東大館から十和田南駅・花輪駅を通り好摩までを結

んでいる。また東北自動車道は市の中心部を通り盛岡方面と弘前方面を結んでおり、市内中央に鹿角

八幡平インター、市内北部に十和田インターを擁し、陸路交通の要所となっている。

　鹿角市は、十和田八幡平国立公園の拠点とし大湯温泉郷や八幡平温泉郷、湯瀬温泉郷等の自然観光

資源に恵まれ、合わせて日本三大ばやしの花輪ばやしや秋田県三大盆踊りの一つ毛馬内盆踊り、国の

重要無形民俗文化財に指定されている大日堂舞楽といった古くからの伝統を引き継ぐ民俗芸能も多い。

また、国特別史跡大湯環状列石の整備を進め周辺部の観光地との連携を図り、歴史的観光資源保存活

用整備にも力を入れている。鹿角市を大きく分けると、北から大湯地区・毛馬内地区、花輪地区、尾

去沢地区、八幡平地区がある。どの地区をとっても共通して言えるのが米代川とその支流である小河

川があり、河岸段丘や舌状台地を形成している点があげられる。したがって、川の恵みとともに人々

の暮らしが古くから営まれていたことが推察できる。

　物見坂Ⅲ遺跡は、鹿角市花輪地区より北に約３．８�、鹿角市十和田毛馬内地区からは南に約１．０�の

位置にあり、通称風張台地の先端部に位置する。その台地の裾は南側を根市川、北を大湯川が西流し、

ともに本流米代川に本遺跡の西約３�の地点で合流している。

　　第２節　地理的環境

　鹿角市内の地形は、東西の山地、盆地内の段丘地形及び沖積低地よりなる。山地は、東側が標高８００

ｍ～１，１００ｍの満壮年期の険しい地形を示し、特に南部の皮投岳（１，１２２ｍ）、五の宮嶽（１，１１５ｍ）等、

起伏の大きい山塊が連なる。地質は主として新第三紀、中新世の火山砕屑岩類から成るが、それらを

貫いて石英安山岩や安山岩も分布している。また、谷内付近や湯瀬南方には粘板岩を主とする古生層

が露出している。

　一方、西側の山地は標高４００～６００ｍで、山容も東側ほどの険しさは見られない。地質は東側山地同

様新第三紀中新世の火山砕屑岩を主とするが、大葛層、大滝層などで砂岩、泥岩など砕屑岩が発達し

ている。

　盆地内の段丘地形は４段に識別される。最高位の面は浦志内川や歌内川等が盆地に注ぐ付近に扇状

地状に見られる面で、標高２７０～３３０ｍと傾斜がやや顕著であり、かなり解析されている。主として河

成の亜角礫～角礫からなり、風化が著しい。

　次の第２段目は、標高１８０～２５０ｍで、南部で扇状地様の形状を残すものの、大里以北では厚い火砕

第３節　歴史的環境

―　　―３



流堆積物に覆われ、火砕流台地としての形状を示している。関上面あるいは鳥越面と呼ばれ、盆地内

ほぼ全域に分布している。

　３段目は標高１８０ｍ～２５０ｍで、主として米代川左岸に沿い尾去沢から松館、荒町にかけて分布して

いる。松館面と呼ばれ、夜明島川、黒沢川等による扇状地の解析された面と考えられる。

　４段目は米代川右岸沿いに大里付近まで分布する面で、大里面と呼ばれている。標高１５０～１５５ｍと

低平であり、上部は砂礫層を主としている。葛岡西方の段丘崖の下部から中部にかけては、固結度の

よい成層した円磨礫を含む砂礫、粘土層が見られるが、これは段丘基盤の更新統の一部である可能性

が強い。

　沖積低地は標高１００～１２０ｍで、主として砂礫層から成る。

　東西における山地の起伏量、山容の違い、段丘の非対称的分布等は、米代川沿いに北上する花輪断

層に起因しており、東側山地を含む断層の東部地塊が第四紀を通して上昇傾向が強かったことを物

語っている。

　第四紀の十和田火山起源の火山砕屑物層については、内藤（１９６６、１９７０）等により、古い方から高市

軽石質火山灰層（２５，８５０±１，３６０）、鳥越軽石質火山灰層（１２，０００±２５０）、申ヶ野軽石質火山灰層（８，６００

±２５０）、大湯軽石火山礫層（３，６８０±１３０）、毛馬内軽石質火山灰層（１，２８０±９０）に区分されていたが、

近年大湯軽石質火山礫層と毛馬内軽石質火山灰については、青森県一帯に分布する十和田降下火山灰

と一連のものであり、約１，０００年前の降下堆積物であると考えられている。また、高屋地域において、

大湯軽石質火山礫層上より、朝鮮半島の白頭山を起源とする苫小牧火山灰が確認されている。

　　第３節　歴史的環境

　第２図は、物見坂Ⅲ遺跡と周辺の遺跡の分布図である。図から、米代川流域に形成された河岸段丘

上に遺跡が多く分布していることがわかる。特に、花輪盆地東側に遺跡が集中していることがわかる。

これは、東北縦貫自動車道建設に伴い調査された遺跡が多いことにもよるが、段丘地形が発達してい

ることが主因と考えられる。

　鹿角市では、縄文時代の遺跡数は５０を超える。縄文時代草創期の遺跡として、中の崎遺跡から爪形

文土器が出土している。前期末葉の集落跡としては清水向遺跡があり、県内で最も早く縄文時代の住

居跡が見つかった遺跡として知られる。この他にも数多くの縄文時代の遺跡が確認されているが、中

でも代表的なものとして花輪市街地に程近い天戸森遺跡が知られている。前期から晩期にかけての遺

物が出土し、中期中葉から末葉にかけての竪穴住居跡が１４０軒検出されており、この時期の遺跡とし

ては、県内最大である。この他、早期～晩期に位置づけられる猿ヶ平Ⅱ遺跡、後期のものでは、「ス

トーンサークル」で知られる国特別史跡大湯環状列石があげられる。物見坂Ⅲ遺跡はこの大湯環状列

石の所在する舌状台地（通称風張台地）より南西に約３�の先端部に位置している。大湯環状列石は、

広く周知されているとおり、配石を伴った遺構などが検出されており、祭祀的意味合いが強い遺跡と

言える。昭和６３年に調査された玉内遺跡からは配石墓や後期末から晩期前半の土坑墓、土器棺墓が検

出されている。

　弥生時代・続縄文時代については、単一の遺跡は発見されておらず、他の時代との複合遺跡として
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確認されているだけである。出土する遺物は、主として小坂X式に比定される土器であるが、散発的

でまとまった資料はない。物見坂Ⅲ遺跡でも、小坂X式土器片が数点出土している。

　この地方に顕著に見られる大湯浮石層は、十和田火山の噴火による火山灰で十和田 a降下火山灰と

いう広域火山灰名があるが、近年これとは異なる火山灰も検出されている。それは、朝鮮民主主義人

民共和国と中華人民共和国との国境にある白頭山の噴火による降下火山灰である。太田谷地館跡の調

査では、平安時代の竪穴住居跡の埋土下部から検出され、竪穴住居跡の営まれた時期を特定するにあ

たり、大きな役割を果たした。物見坂Ⅲ遺跡でもほぼ全域から火山灰が検出された。科学分析により

十和田 a降下火山灰であると同定され、遺構の時代決定に大きな役割を果たした。平安時代に営まれ

た太田谷地館跡では、竪穴住居跡５６軒、空掘３条、土坑８９基等が検出され、平安時代末葉に位置づけ

られる「集落保塞的」館である。また、堪忍沢遺跡では、製鉄操業に関連する遺構１３基、竪穴住居跡

６軒等が確認され、１０世紀中葉から末葉のものと考えられている。この他にも、竪穴住居跡が４９軒検

出された歌内遺跡、同じく３３軒検出された妻の神Ⅰ遺跡が代表的なものとして挙げられる。

　中世の遺跡では、館跡の多いことが特徴である。それは鹿角四十二館あるいは鹿角四十八館などと

いう呼び方に表されている。鹿角市史によれば、鹿角の館は郷村を単位とする一村一館の形態をとり、

領主館的な権力の象徴というよりは、その郭内に集落を内包した日常生活的機能をもつとされる。高

屋館跡や高瀬館跡、小枝指館跡も近世初頭に成立したと見られる『鹿角由来記』に記載されている四

十二館に含まれている。この中で高瀬館跡や小枝指館跡などの発掘調査が行われており、舶載陶磁や

貨幣等が出土している。昭和３３年東京大学が調査主体となり、その成果をまとめた『館址』では、そ

の出土遺物等から、鹿角の中世館の大半は戦国、織豊期まで使用されていたとされている。このよう

な歴史的風土の中で育まれ今に伝わる「だんぶり長者伝説」や「錦木塚伝説」、「芦名沢の観音様伝説」

などの民話はたいへん興味深い。
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第２図　周辺遺跡地図
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第１表　周辺遺跡一覧

備　考種　別所　在　地遺　跡　名番号NO
縄文土器（晩期）・土師器・石器遺物包含地鹿角市十和田錦木字物見坂５　物見坂Ⅲ９‐１６８１
郭・空堀・土塁館跡鹿角市十和田毛馬内字大坊館大坊館９‐６４２
郭・空堀館跡鹿角市十和田毛馬内字母谷下母谷下館９‐６５３
配石遺構配石遺構鹿角市十和田瀬田石字門ノ沢１２門ノ沢Ａ９‐６６４
竪穴住居跡・縄文土器（前期）集落跡鹿角市十和田瀬田石字八幡平４５－８１瀬田石Ａ９‐７２５
竪穴住居跡・縄文土器（前期）・石器遺物包含地鹿角市十和田瀬田石字中野平８－１　中野平９‐７１６
土師器遺物包含地鹿角市十和田瀬田石字上野平４瀬田石Ｂ９‐７３７
掘立柱建物跡・竪穴状遺構・土坑・郭館跡鹿角市十和田毛馬内字古館当麻館９‐７５８
弥生土器遺物包含地鹿角市十和田山根字坂ノ上３坂ノ上９‐７６９
土師器遺物包含地鹿角市十和田毛馬内字湯坂３９－１湯坂Ⅰ９‐７７１０
縄文土器・石器遺物包含地鹿角市十和田毛馬内字冷水２４冷水Ⅰ９‐８１１１
縄文土器（後期）・弥生土器・石器遺物包含地鹿角市十和田毛馬内字寺ノ上６寺の上Ⅰ９‐８６１２
石製品遺物包含地鹿角市十和田毛馬内字柏野１２柏野９‐８９１３
郭・空堀・土坑、縄文土器（後～晩期）館跡鹿角市十和田毛馬内字柏崎柏崎館９‐８４１４
土師器遺物包含地鹿角市十和田山根字土手ノ上５５土手ノ上Ⅰ９‐３９１５
土師器遺物包含地鹿角市十和田山根字中ノ平１５中ノ平Ⅰ９‐４５１６
縄文土器遺物包含地鹿角市十和田岡田字大道１７大道９‐９０１７
縄文土器（後期）遺物包含地鹿角市十和田岡田字竹林１１－１竹林９‐９１１８
縄文土器・弥生土器・土師器遺物包含地鹿角市十和田岡田字蟹沢４蟹沢９‐９２１９
縄文土器遺物包含地鹿角市十和田大湯字松ノ下３松ノ下９‐９３２０
土師器遺物包含地鹿角市十和田大湯字関上２８－１関上９‐９４２１
縄文土器（中期）・石器遺物包含地鹿角市十和田大湯字上屋布５０上屋布Ⅰ９‐９６２２
配石遺構群・竪穴住居跡・掘立柱建物跡環状列石鹿角市十和田大湯字万座・野中堂大湯環状列石９‐１２３２３
土師器遺物包含地鹿角市十和田錦木字野中平１５野中平Ⅰ９‐１５４２４
縄文土器（後期）遺物包含地鹿角市十和田錦木字申ヶ野２３－１申ヶ野Ⅰ９‐１５７２５
土師器・須恵器遺物包含地鹿角市十和田錦木字下屋布４３下屋布９‐１６２２６
土師器遺物包含地鹿角市十和田錦木字稲荷平１４５稲荷平９‐１６３２７
縄文土器・土師器遺物包含地鹿角市十和田錦木字大畑１大畑９‐１６４２８
土師器・須恵器遺物包含地鹿角市十和田錦木字上ノ平１９上ノ平９‐１６５２９
土師器遺物包含地鹿角市十和田錦木字物見坂２０物見坂Ⅰ９‐１６６３０
縄文土器（晩期）・土師器・石器遺物包含地鹿角市十和田錦木字物見坂７物見坂Ⅱ９‐１６７３１
土師器遺物包含地鹿角市十和田錦木字物見坂１２－１物見坂Ⅳ９‐１６９３２
弥生土器・土師器・須恵器遺物包含地鹿角市十和田錦木字物見坂１４－２物見坂Ⅴ９‐１７０３３
土師器遺物包含地鹿角市十和田錦木字物見坂１－２物見坂Ⅵ９‐１７１３４
縄文土器（前期）・石器遺物包含地鹿角市十和田錦木字下タ野２１下タ野９‐１７２３５

遺物包含地鹿角市十和田錦木字室田１６－２室田９‐１７３３６
土師器・石器遺物包含地鹿角市十和田錦木字泉森４－２泉森Ⅰ９‐１７４３７
土師器・須恵器遺物包含地鹿角市花輪字鹿角沢５３－２鹿角沢Ⅰ９‐１７９３８
縄文土器遺物包含地鹿角市花輪字坂下タ３０－２笹花９‐１８３３９
竪穴住居跡遺物包含地鹿角市花輪字坂下タ１２－４坂下タ９‐１８２４０
土師器・勾玉・ガラス玉古墳鹿角市十和田錦木字枯草坂５－２枯草坂Ⅰ９‐１７７４１
土師器・須恵器遺物包含地鹿角市花輪字鉄砲平１４－８鉄砲平９‐１８４４２
土師器遺物包含地鹿角市十和田草木字丸館表１３１－１丸館表Ⅰ９‐１４５４３
土師器遺物包含地鹿角市十和田草木字丸館２４－１丸館Ⅰ９‐１３９４４
縄文土器（前期）遺物包含地鹿角市十和田草木字丸館ノ下タ３８－１丸館下Ⅰ９‐１４３４５
土師器遺物包含地鹿角市花輪字一ツ森１０－１一ツ森９‐２２７４６
空堀遺物包含地鹿角市花輪字一ツ森一ツ森館９‐２２８４７
土師器遺物包含地鹿角市花輪字土木７－２土木９‐２２９４８
縄文土器・土師器・須恵器遺物包含地鹿角市花輪字小坂野３－１７８小坂野Ⅰ９‐２３０４９
空堀・竪穴住居跡、土師器・青磁・鉄製品館跡鹿角市花輪字平元古舘小枝指館９‐２３２５０
竪穴住居跡・竪穴状遺構、土師器集落跡鹿角市花輪字鳥野８３－１鳥野９‐２３３５１
土師器・古銭遺物包含地鹿角市花輪字四ツ谷２８－１花輪四ツ谷９‐２３４５２
縄文土器（後期）・土師器遺物包含地鹿角市花輪字源田平６－１平元館９‐２３５５３
土師器遺物包含地鹿角市花輪字源田平２２－１源田平Ⅰ９‐２３６５４
空堀・竪穴住居跡・土坑、土師器・陶磁器館跡鹿角市花輪字新斗米新斗米館９‐２４２５５
空堀館跡鹿角市花輪字下モ館小平館９‐２４４５６
縄文土器・土師器・須恵器遺物包含地鹿角市花輪字八幡平３７八幡平９‐２４６５７
縄文土器遺物包含地鹿角市花輪字大坊沢２８大坊沢９‐２４８５８
土師器遺物包含地鹿角市花輪字平元向平１６－４平元向平９‐２４９５９
竪穴住居跡・竪穴状遺構、土師器・須恵器館跡鹿角市花輪字高市向高市向館９‐２５０６０
縄文土器・土師器・須恵器遺物包含地鹿角市花輪字高市向５－８高市向Ⅲ９‐２５５６１
縄文土器・土師器遺物包含地鹿角市花輪字高沢２４－１高沢Ⅰ９‐２６２６２
空堀・土師器館跡鹿角市花輪字高沢高市館９‐２６１６３
弥生土器・土師器・須恵器遺物包含地鹿角市花輪字赤根１－３２餅野Ⅴ９‐２７０６４
郭・空堀館跡鹿角市十和田末広字神田沢碁石館９‐１８９６５
竪穴住居跡遺物包含地鹿角市十和田末広字板橋２７－２９板橋Ⅰ９‐１９０６６
弥生土器・石器遺物包含地鹿角市十和田末広字上野２－７上ノ野Ⅰ９‐１９２６７
縄文土器遺物包含地鹿角市十和田末広字戸羽ノ沢６３－７戸羽ノ沢９‐２００６８
縄文土器・弥生土器・石器遺物包含地鹿角市花輪字伊坂１－１５高屋９‐２０１６９
縄文土器・土師器・石器遺物包含地鹿角市花輪字三ツ権元４３三ツ権元Ⅰ９‐２０２７０
縄文土器遺物包含地鹿角市花輪字中畑９－２中畑９‐２０４７１
竪穴住居跡・土坑・製鉄炉・空堀集落跡鹿角市花輪字中畑太田谷地館９‐２０５７２
配石遺構・掘立柱建物跡・土坑館跡鹿角市花輪字館ノ沢高屋館９‐２０６７３
空堀・土塁・郭館跡鹿角市花輪字茶臼館花輪茶臼館９‐２０７７４
縄文土器（中期）・石器遺物包含地鹿角市花輪字女平５５女平Ⅰ９‐２０８７５
縄文土器遺物包含地鹿角市花輪字前平４３－２前平Ⅰ９‐２１０７６



第３章　調査の概要

　第１節　遺跡の概観

　物見坂Ⅲ遺跡は、火山性シラス台地を米代川の支流根市川、大湯川が削るように形成した舌状を呈

する通称風張台地先端部に位置する。水はけの良い台地と近接する川の恵みを受けるなど、生活に欠

かせない条件が重なった場所である。

　調査の結果、縄文時代の遺構を２４基検出した。その内訳は、土坑墓８基、土坑２基、陥し穴１０基、

フラスコ状土坑４基である。古代から中世にかけての遺構は、竪穴式住居跡２軒と５棟の掘立柱建物

跡、柱列１条、溝跡１条、土坑１基、炭焼遺構が３基である。

　調査区ごとにみると、東区からは陥し穴３基、土坑２基、フラスコ状土坑１基、溝跡１条が検出さ

れた。遺物は希薄であるが、縄文時代後期に属する土器片が出土した。

　西区からは陥し穴を５基、炭焼遺構を２基検出した。陥し穴の形状とその配置を見ると、ほぼ同規

模でありその配置は、等高線に沿って東西に長軸がくるようになっていた。炭焼遺構は科学分析の結

果、１０世紀に使用されたものであることが分かった。

　南区からは土坑群が見つかった。遺物の鑑定結果やその状態から、縄文時代前期初頭の土坑墓であ

ることが分かった。土坑群全８基の内、４基の底部からは溝が検出された。１本の溝であったり「二」

の字や、「十」の字であったりとその目的は興味深い。また、南区からも陥し穴２基が見つかり、東

区・西区同様、当時狩猟場として利用された場所であることが分かった。陥し穴の一つからは、堆積

土の上層より縄文時代中期に属する土器片が発見された。古代の遺構としては、竪穴住居跡が２軒検

出された。約２．７ｍ×２．７ｍと小規模なもの１軒と５．６ｍ×５．６ｍと平均的な竪穴住居跡であった。いず

れも、堆積土には大湯浮石が混入していることから、AD９１５年以降の構築と判明した。

　このようなことから、縄文時代前期初頭には眼下に広がる花輪盆地や周囲の山々が３６０度望めるこの

場所を墓地として利用していたことが明らかになった。その後、この墓地が忘れ去られたころには、

狩猟場として陥し穴が多数構築されたものと考えられる。長い時代を経て平安時代になると、竪穴住

居が作られ、耕作や宅地造成のための整地が始まったものと考えられる。その後１４世紀頃まで、人々

がここで生活を営んでいたことが遺構・遺物の発見によって解明された。近世から現代にかけては、

畑や果樹等の農地として活用されてきた。このように、周知の広がりを持つ物見坂Ⅲ遺跡が同じよう

な時代の変遷をたどってきたと想像できる。

　　第２節　基本層序

　遺跡の基本層序は、比較的一定であるが、近年の土地改良等により、削平されたり盛土されていた

たため、堆積の仕方が多少異なっていた。調査区全域で十和田 a火山灰が確認できるが、その堆積状

況には斑がある。基本層位は、調査区ごとに東区、西区、南区それぞれ地形に沿ってセクションを設

定し観察した。詳細は、第６図・第７図に示した通りである。
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第２節　基本層序
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第３図　遺構配置図（略図）及び地形図
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第４図　東区・西区遺構配置図（詳細）
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第５図　南区遺構配置図（詳細）
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第６図　基本土層ベルト位置図
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第７図　基本土層



　　第３節　調査の方法

　発掘調査はグリッド法を採用した。調査区の設定方法は、調査区内の任意の１点（国家座標Ⅹ系：X

＝２７５７８．５９４６　Y＝－４３９９．６７７６）を選定し、これを原点（MA５０）とした。この原点から座標北方向に

基準線を設定し、この基準線に直交する４ｍ×４ｍのグリッドを設定した。また、数ヶ所の杭を水準

測量して水準原点とした。グリッド杭には東から西に向かって東西方向を示す…LS・LT・MA・MB・

MC…というアルファベットと、南から北に向かって南北方向を示す…４８・４９・５０・５１・５２…の２桁

の数字を組み合わせた記号を記入し、４ｍ×４ｍの方眼杭の南東端をグリッドの名称とした。

　調査区は、６，５００㎡を東区（１，６００㎡）・西区（１，０００㎡）・南区（３，９００㎡）と３つに分けて調査した。調

査は概ね東区・西区・南区の順に行ったが南区に遺構が集中していた。さらに、十和田 a降下火山灰

を手がかりに火山灰をはさんで上層部がAD９１５年以降、下層部がAD９１５年以前と捉えた。第一段階

として表土から十和田 a降下火山灰までの掘り下げを行い、火山灰降下後構築された遺構の確認作業

を行った。しかし、近現代の耕地整理や耕作を受けていて、その火山灰もまばらであり不明瞭であっ

たことからその作業は難航し、遺構は確認できなかった。第二段階として十和田 a火山灰降下以前の

遺構検出のため地山面近くの漸移層までの掘り下げを行い、遺構を確認した。

　遺構は確認した順に番号を割り当て、精査の結果、遺構でないと判断された場合はその番号を欠番

扱いとした。遺構プランは埋土堆積状態観察・実測用ベルトを設定して掘り下げ、土層断面の分層時

に野帳に堆積状態をスケッチして土色・土性等を記入した。

　柱穴様の小ピットの多くについては、他の遺構とは別にピット番号を付し、精査の結果遺構ではな

いと判断した場合にはその番号を欠番扱いとした。径の小さな遺構・柱穴と小ピットについては、整

理作業を進めながら一括して再検討した。

　遺物は、グリッド・出土層位・出土年月日を記入したラベルとともに取り上げた。遺物の記載は、

メジャーおよび自動レベルを使用して人手で行った。

　調査の記録は、平面図・断面図および写真を用いた。平面図・断面図は縮尺１／２０を原則としたが、

微細な遺構図面を必要とする際には１／１０で記録した。

　写真撮影は３５�および×４５�のモノクロおよびリバーサルフィルムを使用した。

　室内における整理では、遺構は現場図面を検討して第２原図を作成し、トレースして挿図を作成し

た。遺物は洗浄・注記の後に接合および実測図の作成、写真撮影を行った。
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第８図　グリッド配置図
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　　第４節　発掘調査の経過

　発掘調査は平成１３年５月１７日から１０月２６日まで（全２４週）行われた。調査期間の主な内容は以下の

とおりである。なお、安全衛生面に配慮し、週末には調査区内の点検・清掃を行った。
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第２表　物見坂Ⅲ遺跡調査工程

特記事項主な検出遺構調査の概要

調査区
経過日数
（実質）

調査期間 南区西区東区

遺構精査

発掘機材搬入・現場設営２（２）５／１７～１８第１週

溝跡１条　土坑４基表土除去作業・遺構プラン確認作業７（６．５）５／２１～２５２

３０日　佐 木々久管理指導員、安全衛生指導のため来跡。土坑３基
表土除去作業完了・遺構プラン確認作業・
ベルトコンベアー設置

１２（１１．５）５／２８～６／１３

４日　グリッド打設開始　６日グリッド打設終了陥し穴３基
遺構プラン検出面でのジョレンがけ　基
本土層断面写真撮影・実測

１７（１６．５）６／４～８４

フラスコ状土坑１基基本土層断面実測２１（２０．５）６／１１～１４５

陥し穴・フラスコ状土坑精査２６（２３．５）６／１８～２２６

陥し穴・土坑等精査３１（２８．５）６／２５～２９７

３日　作業員集団健康診断実施陥し穴３基西区地形測量完了・陥し穴等精査３６（３３．５）７／２～６８

陥し穴２基陥し穴等精査４１（３８．５）７／９～１３９

柱穴様ピット多数
南区遺構プラン確認作業に着手　東区溝
跡の掘り込み面を確認　陥し穴等精査

４５（４２．５）７／１６～２０１０

炭焼き遺構１基
東区東端部地山面までの掘り下げ完了
陥し穴等精査

５０（４７．５）７／２３～２７１１

２日　鹿角建設事務所内藤主査排土状況視察のため
来跡

柱穴様ピット多数SD１０３断面精査　SW２０７精査等５５（５２．５）７／３０～８／３１２

１０日　お盆休みを前に現場の安全対策・点検を行った。柱穴様ピット多数
東区精査終了　西区 SKT２０６精査　南区
遺構プラン確認作業　陥し穴等精査

６０（５６．５）８／６～１０１３

お盆休み（現場作業停止）６５（５６．５）８／１３～１７１４

２２～２３日台風接近に伴い現場作業を休止した。柱穴様ピット多数南区遺構プラン確認作業７０（５９．５）８／２０～２４１５

掘立柱建物跡１棟
西区精査終了　確認調査で検出済みの住
居跡２基のうち１基精査

７５（６４）８／２７～３１１６

土坑１０基
十和田 a降下火山灰直上での遺構プラン
確認作業　検出済み住居跡２基目精査

８０（６９）９／３～７１７

１３日　鹿角市教育委員会生涯学習課秋元課長補佐並
びに同市議会教育民生委員計１５名視察のため来跡
１４日　鹿角建設事務所内藤主査調査状況視察のため
来跡

土坑３基土坑精査　住居跡精査８５（７３）９／１０～１４１８

土坑７基
掘立柱建物跡３棟

土坑精査　住居跡精査８９（７７）９／１７～２０１９

２５日　鹿角建設事務所内藤主査調査状況視察のため
来跡　

土坑１５基　フラスコ
状土坑２基

土坑精査　住居跡精査　掘立柱建物跡精
査　フラスコ状土坑精査

９３（８１）９／２５～２８２０

４日　東北大学学生田中倫久氏火山灰サンプル採取
のため来跡

フラスコ状土坑１基
土坑精査　住居跡精査　掘立柱建物跡精
査　フラスコ状土坑精査

９８（８５）１０／１～５２１

鈴木学芸主事（９～１１日）、遠藤、田村非常勤職員
（９～２６日）応援として調査に参加。
１０日　東北大学学生田中氏火山灰採取研究のため来跡

土坑精査　住居跡精査　フラスコ状土坑
精査

１０２（８９）１０／９～１２２２

１６日　地元郷土史家柳沢兌衛氏調査状況を見学のた
め来跡

土坑精査　住居跡精査　フラスコ状土坑
精査

１０７（９４）１０／１５～１９２３

２２日　現場引渡しに伴う現地立会い（鹿角建設事務
所内藤主査・文化財保護室泉田学芸主事・南調査課
柴田班長が参加）
２５日　空中写真撮影
２６日　埋蔵文化財センター芳賀所長、調査終了にあ
たって発掘作業員に対して慰労と謝意を表すため来跡。

空中写真撮影　地形測量　撤収作業１１１（９９）１０／２２～２６２４



第４章　調査の記録

　　第１節　検出遺構と出土遺物

　発掘調査では、部分的に粗密があるものの、ほぼ全域から縄文時代の遺構、南区からは古代の遺構

が検出され、遺物が出土した。検出された遺構の種類と数は、土坑１１基、陥し穴１０基、フラスコ状土

坑４基、竪穴住居跡２軒、簡易な炭焼き遺構３基、溝跡１条、掘立柱建物跡５棟、柱列１条、他２００余

りの柱穴様ピットである。遺物は、縄文時代早期の貝殻文土器、前期初頭の押引き文尖底土器や同時

期の石器類、中期の特徴を有する土器片、小坂Ⅹ式に相当する土器片、古代の土師器などが出土した。

１　縄文時代

　縄文時代の遺構の検出は、土坑１０基、陥し穴１０基、フラスコ状土坑４基の計２４基である。

（１）土坑墓及び土坑（SK）

　土坑は調査区南端部に集中して８基、東区では２基見つかった。

　１０基の土坑のうち、規模や形状、副葬品と考えられる遺物が出土したり、堆積土の分析などから明

らかに墓と断定できる土坑が８基あった。これに対し、土坑の規模や堆積土の状況などから、墓とす

る根拠に極めて乏しいものが２基あった。このように規模、形状、出土遺物等を比較検討し前者を①

土坑墓とし、後者を②土坑とした。

　①土　坑　墓

SK３０４土坑墓（第９図、図版２）

〔位置と確認〕南区MA４７・４８グリッドの第Ⅳ層で確認した。

〔規模と形態〕長径１．１０ｍ、短径１．０６ｍ、深さは０．４０ｍで円形である。

〔底面〕底面の径は１．００ｍである。土坑底部ほぼ中央に「一」の字に溝が１条ある。溝の幅は約０．１５

ｍ、深さは土坑底面から約０．１２ｍである。

〔堆積土〕上層部から下層部にかけて木の根が入り込み、特に上層部は本来の堆積状態を示している

か疑問な点もあるが、概ね人為堆積と考えられる。堆積層には濃淡はあるものの地山粒が混ざり、固

くしまっている。

〔出土遺物〕確認面で半分に破断した（自然か人為的か不明）台石（第１３図１５）１点、確認面直下から底

面にかけてすり石（第１３図１４）１点、剥片５点、底面で波状口縁深鉢形土器片（口縁部）（第１１図１）１点

が出土した。

〔時期〕出土遺物、堆積土から縄文時代前期初頭に属する土坑墓と判断した。

SK３０５土坑墓（第９図、図版２）

〔位置と確認〕南区MA４８グリッド第Ⅳ層で確認した。確認面では明確な重複関係は見られなかった

が、土層断面の観察から重複が考えられる。

第１節　検出遺構と出土遺物
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〔規模と形態〕長径１．４３ｍ、短径１．２５ｍ、深さ０．５４ｍの不整楕円形である。

〔底面〕長径１．１５ｍ、短径０．９０ｍでほぼ平坦である。

〔堆積土〕確認面では、明確な重複関係が見られなかったが、土層断面の観察から重複が考えられる。

地山粒大小、濃淡等から４層に分層し、遺物の混入状態等から人為堆積と判断した。第１層は木の根

による撹乱を若干受け、ややもろい。第２層以下は固くしまっている。

第１層は撹乱のためか、ややもろい。第２層以下は固くしまっている。

〔出土遺物〕確認面から底面近くにかけて、押し引き沈線紋が施された波状口縁深鉢形土器片（第１１

図２～４）５点と剥片１９点がまとまりなく出土した。また、地山面から３～５�上から、半分に破断

した（自然か人為的か不明）台石１点が置かれたかのように出土した。さらに、底面近くからは礫数点

も出土している。

〔時期〕出土遺物から、縄文時代前期初頭に属する土坑墓と判断した。

SK３０７土坑墓（第９図、図版２）

〔位置と確認〕南区 LT４９グリッドの第Ⅳ層で確認した。

〔規模と形態〕長径１．６２ｍ、短径１．５６ｍ、深さ０．５２ｍでほぼ円形である。

〔底面〕長径１．４３ｍ、短径１．２５ｍで、SK３０４土坑墓に類似し底面には壁面に向かって平行する２本の

溝が掘られている。２本とも同規模であり、幅は約０．２５ｍ、深さ約０．１４ｍであった。

〔堆積土〕土層断面中位には、左右の壁面から中心部に紐状に伸びる地山粒を全く含まない黒色土が

ある。比較的固くしまっておりその起因は、わからなかった。

〔出土遺物〕円筒下層式土器片（第１１図５）（第１２図１０）と波状口縁深鉢形土器片（第１１図６・７）６点と

半分に破断した（自然か人為的か不明）台石１点、スクレイパー（第１２図１１・１２）２点、剥片７点が確認

面直下からやや中央にかけてまばらに出土した。

〔時期〕出土遺物から、縄文時代前期初頭に属する土坑墓と判断した。

SK３２０土坑墓（第１０図、図版２）

〔位置と確認〕南区ME・MF４８・４９グリッドの第Ⅳ層で確認した。

〔規模と形態〕長径０．９９ｍ、短径０．９６ｍでほぼ円形、深さは０．４５ｍであった。

〔底面〕長径０．９０ｍ短径０．８５ｍで緩やかな傾斜があり、平面図には現わしていないが、底面西壁際約

４分の１に溝らしい痕跡があった。

〔堆積土〕全体に地山粒が混入しており、埋め戻しによる人為堆積と考えられる。

〔出土遺物〕剥片１点、多数の礫の出土があった。

〔時期〕他の土坑墓に比べ規模がやや小さく、出土遺物も近隣の土坑墓とは様相が違うが、堆積土及

び他の土坑墓との位置関係から、概ね縄文時代前期初頭に属する土坑墓と判断した。

SK３２５土坑墓（第１０図、図版２）

〔位置と確認〕南区 LT４６・４７第Ⅳ層で確認した。中から礫と土器片が出土した。　

〔規模と形態〕長径１．４０ｍ短径１．３１ｍのほぼ円形であり、深さは０．３７ｍであった。

〔底面〕底径は１．１７ｍの円形であった。底面は緩やかなボール状になっていた。

〔堆積土〕地山粒の混入度から４層に分層した。地山粒の濃淡はあるが概ね人為堆積と考えられる。

〔出土遺物〕円筒下層式に属する撚糸文の施された土器片１点、同じく不整撚糸文の施された土器片
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１点、押引き沈線文の施された土器片１点、すり石（第１２図１３）１点、他土器小破片２点、剥片１点が、

確認面直下からまばらに出土した。

〔時期〕出土遺物から、縄文時代前期初頭に属する土坑墓と判断した。

SK３２７土坑墓（第９図、巻頭図版、図版１・２）

〔位置と確認〕南区 LT４８第Ⅳ層で確認した。

〔規模と形態〕長径１．１８ｍ、短径１．０４ｍでほぼ円形であり、深さは０．４５ｍであった。

〔底面〕やや凹凸があり、底径は１．０２ｍの円形であった。底面に幅約０．２０ｍ・深さは約０．１０ｍの十字

状の溝が掘られていた。

〔堆積土〕黒色土の中に地山粒がほぼ全体に含まれる。埋め戻しによる人為堆積と考えられる。

〔出土遺物〕土坑底部のほぼ真ん中、最も底面に近いところから尖底土器底部（第１１図９）、その直上

には波状口縁深鉢形土器（口縁から胴部）（第１１図８）、その上には台石１つ（完形でベンガラが付着した

もの）（第１３図１６）が折り重なるように出土した。また、確認面直下でも台石１つ（一部破損したもの）

が出土した。

〔時期〕土坑の形態、出土遺物から縄文時代前期初頭に属する土坑墓と判断した。

SK３２８土坑墓（第１０図、図版２）

〔位置と確認〕南区 LT４８グリッド第Ⅳ層で確認した。

〔規模と形態〕長径１．２０ｍ、短径１．１８ｍ、深さは０．４８ｍで円形である。

〔底面〕長径１．１５ｍ、短径１．００ｍのほぼ円形で、底面には幅約０．１３ｍ、深さは約０．１６ｍ不整な弧状の

溝が掘られていた。

〔堆積土〕２層に分層したが、第１層は木の根による撹乱の可能性がある。地山ブロックの混入状態

などから埋め戻しによる人為堆積と判断した。

〔出土遺物〕剥片１点が出土した。

〔時期〕底部の溝が SK３０４土坑に類似していることや、形状、他の土坑墓との位置関係などから縄文

時代前期初頭に属する土坑墓と判断した。

SK３４１土坑墓（第１０図）

〔位置と確認〕南区 LS４１グリッド第Ⅳ層で確認した。

〔規模と形態〕長径０．９７ｍ、短径０．８５ｍ、深さは０．３０ｍで円形であった。

〔底面〕長径０．８７ｍ、短径０．８０ｍであり、凹凸はほとんどなく平坦である。

〔堆積土〕地山ブロックの混入割合が他の土坑（墓）に比べるとやや多い。埋め戻しによる人為堆積

と考えられる。

〔出土遺物〕遺物は剥片が２点出土した。

〔時期〕剥片の出土や確認位置、堆積土の状況から、縄文時代前期初頭に属する土坑墓と判断した。

②　土　坑

SK１０１土坑（第１０図）

〔位置と確認〕東区MA６９グリッド第Ⅳ層で確認した。

〔規模と形態〕長径１．３０、短径１２８、深さは０．１４ｍで円形である。
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〔底面〕長径１．０３ｍ、短径０．８６ｍの楕円形であった。掘り込み面および壁面が明確でないため、自然

な窪地にも見えるが、その性格ははっきりしない。

〔出土遺物〕なし

〔時期〕第Ⅳ層で確認したが、時期は不明である。

SK１０２土坑（第１０図）

〔位置と確認〕東区MB・MA７０・７１グリッド第Ⅳ層で確認した。

〔規模と形態〕長径１．９０ｍ、短径１．１５ｍ、深さは０．２４ｍで楕円形であった。

〔底面〕長径１．７１ｍ、短径１．００ｍの楕円形になっており、やや丸みを帯びた窪地状である。

〔堆積土〕緩やかな壁面であり、自然にできた窪地とも捉えることができるが、少なくとも堆積土に

は地山粒が混入していることから、人為堆積と判断した。

〔出土遺物〕なし

〔時期〕第Ⅳ層で確認したが、時期は不明である。

（２）陥し穴（SKT）

　陥し穴は、調査区全域から見つかった。確認面での形状はほとんどが溝状であるが、開口部の大き

いものは楕円形に近いものもあった。東区で３基、西区で５基、南区で２基、計１０基である。ほとん

どの長軸が等高線に平行し、西区の陥し穴全５基はほぼ長軸が東西方向になるように配置されている。

SKT１０４（第２８図）

〔位置と確認〕東区MC・MD７３・７４グリッド第Ⅳ層で確認した。開口部は SD１０３によって切られて

いる。

〔規模と形態〕開口部は切り合いが認められるため正確な数値を示すことはできないが、長さ約３．６３

ｍ、幅１．３７ｍの長楕円形で深さは１．５６ｍである。長軸方向両壁面は袋状になっている。中端での最大

幅は４．４０ｍであった。

〔底面〕長さは３．５２ｍ、幅０．７８ｍあり、底面はほぼ平坦である。

〔堆積土〕本遺構壁面の地山崩落土（腐植土に崩落土混入など）を含む自然堆積である。

〔出土遺物〕なし

〔時期〕同規模である SKT３０８と同時期の構築とすれば縄文時代前期中頃から中期と考えられるが、

時期は明確ではない。

SKT１０５（第１４図）

〔位置と確認〕東区MC７５グリッド第Ⅳ層で確認した。

〔規模と形態〕長さ２．７０ｍ、幅０．３３ｍ、深さ０．８０ｍで溝形である。壁面は中位で狭まり、開口部に向

かって少し広がる。

〔底面〕長さ２．６４ｍ、幅０．２３ｍで、開口部とほぼ同規模である。底面は比較的平坦である。

〔堆積土〕土層の観察から、徐々に堆積した状況が読み取れることから自然堆積と判断した。

〔出土遺物〕石器剥片１点が出土した。

〔時期〕形状と類例から、縄文時代に帰属するものと考えられる。
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SKT１０７（第１４図）

〔位置と確認〕東区MF７６グリッド第Ⅳ層で確認した。

〔規模と形態〕長さ３．１２ｍ、幅０．９０ｍ、深さ１．０６ｍである。壁は、底部から開口部に向かって開くよ

うに立ち上がる。

〔底面〕長さ２．９０ｍ、幅０．５４ｍである。ほとんどの陥し穴が底部に近いほど先細りしていく中で、本

遺構は構築半ばで放棄したように平坦である。

〔堆積土〕壁面の地山の崩落により構成された堆積層が多いことから、自然堆積と判断した。

〔出土遺物〕底部に近い場所ほど大小礫の出土も多く、人為的に投げ込まれたか自然にあったかはっ

きりしない。

〔時期〕形状と類例から、縄文時代に帰属するものと考えられる。

SKT２０１（第１４図）

〔位置と確認〕西区MF７６グリッド　第Ⅳ層で確認した。

〔規模と形態〕長さ３．８８ｍ、幅０．８０ｍ、深さは１．７６ｍである。壁は底部から開口部に向かってV字状

に開くように立ち上がる。長軸西側方向壁際は袋状である。

〔底面〕長さ２．６７ｍ、幅２．００ｍである。底部はやや丸みを帯びていた。

〔堆積土〕地山ブロックの混入率が高く、壁面より崩落したものと思われる。自然堆積と判断した。

〔出土遺物〕なし

〔時期〕形状と類例から、縄文時代に帰属するものと考えられる。

SKT２０３（第１５図）

〔位置と確認〕西区MP６６・６７グリッド第Ⅳ層で確認した。

〔規模と形態〕長さ３．２８ｍ、幅０．８３ｍ、深さ１．５０ｍである。壁は底部から開口部に向かってV字状に

立ち上がる。

〔底面〕長さ２．９４ｍ、幅０．１８ｍで、先細りしている。

〔堆積土〕地山ブロックの混入率が高く、壁面より崩落したと考えられる。概ね自然堆積と判断した。

〔出土遺物〕なし

〔時期〕形状と類例から縄文時代に帰属するものと考えられる。

SKT２０４（第１５図）

〔位置と確認〕西区MP・MQ７１グリッド第Ⅳ層で確認した。

〔規模と形態〕長さ３．２２ｍ、幅０．７３ｍ、深さ１．５４ｍである。壁は底部から開口部に向かってV字状に

開くように立ち上がる。長軸西側方向壁際は袋状である。

〔底面〕長さ２．９４ｍ、幅０．２３ｍで比較的平坦である。

〔堆積土〕地山ブロックの混入率が高く、壁面より崩落したものと考えられる。自然堆積と判断する。

〔出土遺物〕なし

〔時期〕形状と類例から、縄文時代に帰属するものと考えられる。

SKT２０５（第１５図）

〔位置と確認〕西区MJ・MK６２・６３グリッド第Ⅳ層で確認した。

〔規模と形態〕長さ３．３５ｍ、幅０．５３ｍの溝形であり、深さは１．１４ｍである。壁は底部から開口部に向
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かってV字状に立ち上がる。長軸両端壁際は袋状である。

〔底面〕長さ４．４９ｍ、幅０．１７ｍで、開口部より底部が長い。

〔堆積土〕地山ブロックの混入率が高く、壁面より崩落したものと考えられる。自然堆積と判断する。

〔出土遺物〕なし

〔時期〕形状と類例から、縄文時代に帰属するものと考えられる。

SKT２０６（第１６図）

〔位置と確認〕西区MH・MI６１・６２グリッド第Ⅳ層で確認した。

〔規模と形態〕長さ４．１０ｍ、幅１．２４ｍ、深さ１．７４ｍである。壁は底部から開口部に向かってV字状に

開くように立ち上がる。長軸両端壁際は袋状である。中程の長径は４．９８ｍあった。

〔底面〕長さ１．０３ｍ、幅０．４５ｍであり、短軸方向南側にやや傾斜している。

〔堆積土〕堆積状況から自然堆積と判断した。

〔出土遺物〕石器剥片１点が出土した。

〔時期〕形状と類例から、縄文時代に帰属するものと考えられる。

SKT３０８（第１６図、図版３）

〔位置と確認〕南区 LS・LT４９・５０グリッド第Ⅳ層で確認した。

〔規模と形態〕長さ３．８０ｍ、幅１．５０ｍ、深さ１．９０ｍ不整楕円形である。壁は底部から開口部に向かっ

て緩いU字状に近い形で開くように立ち上がる。底部にはもう一段溝が掘り込まれているようにも見

える。長軸両端壁際は袋状である。

〔底面〕長さ３．８５、幅０．２０ｍである。壁面から底部にかけては不整形であるが、概ね丸みを帯びた溝

状である。

〔堆積土〕４層に分層したが、自然堆積と判断した。第２層の褐色土は熱を受けた焼土であり、流れ

込みと考えられる。この焼土中のAMS１４C 年代測定の結果は、BC３３７５～３３３５（縄文時代前期中頃）と

いう結果である。

〔出土遺物〕第１層目から、縄文時代中期に属する土器片（第１７図１７～２２）１５点、二次加工のある剥片

１点、剥片１１点、スクレイパー（第１７図２３）１点、すり石１点の出土があった。

〔時期〕焼土の年代測定や出土した土器などから、縄文時代前期中頃から中期となるが、遺物の出土

位置や焼土の堆積状況からそれ以前の構築と考えられる。

SKT３３１（第１７図、図版３）

〔位置と確認〕MG４３グリッド調査区の南端部、第Ⅳ層で確認した。

〔規模と形態〕長さ３．１６ｍ、幅１．７２ｍの楕円形で、深さは２．１２ｍである。長軸両端壁際は袋状であり、

北西部の壁は開口部より０．２０ｍ～０．３０ｍ内側に入り込んでいる。

〔底面〕長さ２．５０ｍ、幅１．３２ｍ開口部を少し小さくしたような楕円形で、北西側から南東側にやや傾

斜している。

〔堆積土〕壁面の崩壊によって堆積したと考えられる黄褐色土などが自然堆積している。

〔出土遺物〕石器剥片１点が出土した。

〔時期〕形状と類例から、縄文時代に帰属するものと考えられる。
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（３）フラスコ状土坑（SKF）

　フラスコ状土坑は、東調査区の台地北側の縁に近い所で１基、南調査区の台地南側の縁に近いとこ

ろで３基、計４基を確認した。SKF３４４を除いて、遺構内から時期を特定できるような遺物は出土し

ていないが、形態などから、いずれも縄文時代のフラスコ状土坑と考えられる。

SKF１０６（第１８図）

〔位置と確認〕東区MA・MB７４グリッド第Ⅳ層で確認した。

〔規模と形態〕開口部長径０．８８ｍ、開口部短径０．６０ｍで、平面形状は楕円形に近く、深さは０．７４ｍで

ある。

〔底面〕長径１．６８ｍ、短径１．５０ｍのほぼ円形で、平坦である。

〔堆積土〕地山粒の混入が各層で見られ、埋め戻しによる人為堆積と判断した。

〔出土遺物〕なし

〔時期〕形状と類例から、縄文時代に帰属するものと考えられる。

SKF３０９（第１８図、図版３）

〔位置と確認〕南区 LT４４グリッド第Ⅳ層で確認した。

〔規模と形態〕長径１．２５ｍ、短径１．１８ｍのほぼ円形で、深さは１．５９ｍである。

〔底面〕長径１．６８ｍ、短径１．６４ｍのほぼ円形で、凹凸はほとんどなく平坦であった。

〔堆積土〕壁面の崩落や草木の腐植土が交互に堆積した自然堆積と判断した。

〔出土遺物〕縄文土器片（第１７図２４～２７）４点と石器剥片６点が出土した。

〔時期〕出土した土器から、縄文時代後期に属するものと判断した。

SKF３４３（第１８図）

〔位置と確認〕南区 LS４５グリッド第Ⅳ層で確認した。

〔規模と形態〕開口部長径０．８８ｍ、開口部短径０．８０ｍの円形で、深さは０．７８ｍである。

〔底面〕長径１．０５ｍ、短径１．００ｍの円形で平坦であった。

〔堆積土〕地山粒の混入が各層で見られ、埋め戻しによる人為堆積と判断した。

〔出土遺物〕なし

〔時期〕形状と類例から、縄文時代に帰属するものと考えられる。

SKF３４４（第１８図、図版３）

〔位置と確認〕南区 LS・LT４５グリッド第Ⅳ層で確認した。

〔規模と形態〕開口部長径１．０４ｍ、開口部短径０．７４ｍ、深さ１．２６ｍである。本来、円形であったもの

が後世の耕作等により開口部の一部（北側）が撹乱を受け不整楕円形になったものと考えられる。

〔底面〕長径２．０１ｍ、短径１．７５ｍでやや不整形な楕円形である。

〔堆積土〕人為的に大量の地山を埋め戻したようである。

〔出土遺物〕底面に最も近い４層目から縄文土器片（第１９図２８）２点の出土があった。他に剥片２点

が出土した。

〔時期〕出土した土器と土壌分析の結果から、縄文時代後期に属するものと判断した。
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第９図　検出遺構　SK３０４　SK３０５　SK３０７　SK３２７
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第１０図　検出遺構　SK３２０　SK３２５　SK３２８　SK３４１　SK１０１　SK１０２
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第１１図　遺構内出土土器（１～９）
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第１２図　遺構内出土土器・石器（１０～１３）
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第１３図　遺構内出土石器（１４～１６）
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第１４図　検出遺構　SKT１０５　SKT１０７　SKT２０１
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第１５図　検出遺構　SKT２０３　SKT２０４　SKT２０５
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第１６図　検出遺構　SKT２０６　SKT３０８
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第１７図　検出遺構　SKT３３１　遺構内出土土器・石器（１７～２３）
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第１８図　検出遺構　SKF１０６　SKF３０９　SKF３４３　SKF３４４
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第１９図　遺構内出土土器（２４～２８）
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２　古　代　～　中　世

（１）竪穴住居跡（SI）

　検出された２軒とも南区のもっとも平坦で水はけがよい場所に構築されていた。SI３０３本体とカマ

ドの保存状態は良かったが、SI３１０は、確認調査時のトレンチと近年の耕作等によって、東側半分が

失われていた。

SⅠ３０３（第２０図、図版３）

〔位置と確認〕南区MA・MB４８～５０グリッド第Ⅲ層で確認した。調査区内でも比較的平坦な南区南

端部に近い場所で確認した。この場所は、調査区内では最も標高が高く、水はけの良い場所といえる。

竪穴の東側一部約０．８０ｍ×０．８０ｍが撹乱を受けている。

〔規模と形態〕一辺約５．６０ｍの正方形に近い方形である。深さは確認面から０．３３ｍである。

〔堆積土〕大湯浮石が各層で確認できることから、廃絶後に人為的に埋められたものと考えられる。

〔床・壁〕第１３層下面を床面としていたようであるが小さな凹凸があるが、部分的に薄い貼り床を施

していた可能性がある。床面は非常に固くしまっている。壁はほぼ垂直に立ち上がる。

〔壁溝・柱穴〕壁溝は周囲にほぼ均一な深さで廻るが、壁溝の底面に凹凸が多いのは、板等が打ち込

まれた痕跡を示すものである。その幅は北西隅を除き、平均０．１０～０．１５ｍと狭く、壁溝の深さは床面

から０．３０～０．４０ｍである。

〔カマド〕保存状態もよいカマド（第２１図）が、南壁南東寄りに付設されていた。カマド煙道部分は一

部石組みであるが、大半は粘土の貼り付け構造である。長軸約２．３０ｍ短軸０．５０ｍである。

〔出土遺物〕土師器の坏（第２２図２９～３１・３３）や土師器の甕（第２２図３２・３５・３６）（第２３図３７～４４）（第２４

図４６・４８）、土師器の鍋（第２４図４５）などが出土した。土器片を分類すると口縁部破片１４点、胴部破片

３９点、底部破片１５点に及ぶ。他に流れ込みによるものと考えられる縄文土器片（第２６図４９）８点、石箆

（第２６図５０）１点、剥片５点も出土した。

〔時期〕竪穴住居内から出土した炭化物は、AMS１４C 年代測定によるとAD７８０～８７５年であるが、堆

積土各層に大湯浮石が混入していることから、少なくとも大湯浮石が噴出したとされるAD９１５年以降

の構築と考えられる。

SⅠ３１０（第２５図）

〔位置と確認〕南区MD・ME４３・４４グリッド第Ⅲ層で確認した。

〔規模と形態〕確認調査時のトレンチによって、東側のほぼ半分が失われているが、一辺約２．７０ｍの

正方形に近い方形と考えられる。確認面から底面までの深さは約０．２７ｍである。

〔堆積土〕大湯浮石が１～５層で確認できた。

〔床・壁〕６層下面が床面と考えられる。小さな凹凸が数多くあり、７層にあたる部分は貼り床とし

て施していた可能性がある。竪穴住居内中央やや西側床面に炭化物（材）の広がりを確認した。また、

東隅床面には赤く、硬くしまった焼土の広がりを確認した。

〔壁溝・柱穴〕いずれも確認できなかった。

〔カマド〕住居の東側半分が欠失しているため、ここにカマドがあったのか、カマドがなく地焼炉だっ
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たのか不明である。竪穴住居内（推定）東隅床面には、赤く硬くしまった焼土の広がりがある。しかし、

周辺部の遺物出土状況を見ると、カマド煙道か袖を形成していたと考えられる固まった焼土が多数見

つかっており、小規模なカマドがあった可能性がある。

〔出土遺物〕土師器の坏（第２６図５３・５４）、土師器の甕（第２４図４７）（第２６図５５・５６）（第２７図５７～６３）など

出土した。土器片を分類すると、口縁部８点、胴部１７点、底部２点である。他に縄文土器片（第２６図

５１）６点、石匙（第２６図５２）１点、剥片１点、すり石２点の出土があった。

〔時期〕大湯浮石堆積層下から採取した炭化材のAMS１４C 年代測定による分析では、試料No，２では

AD７７５～８７５年、試料No，３ではAD６９０～７３０年という結果が得られた。しかし、大湯浮石の堆積状

況からやはりAD９１５年以降に構築された住居跡と考えられる。

（２）炭焼遺構（SW）

SW２０２（第２５図・図版３）

〔位置と確認〕西区MP・MQ６７グリッド第Ⅳ層で確認した。

〔規模と形態〕長径１．２８ｍ、短径１．２５ｍのほぼ円形で深さは０．０８ｍと浅い。

〔底面〕底部は、ほぼ全面が木の根によって壊されており大小の凹凸が確認された。底面東隅には径

０．１２ｍ前後のピットがある。また、底面の半分は火熱を受け赤茶けており固くしまっていた。

〔堆積土〕黒褐色土単一層に炭化物及び焼土が混入している。表土から確認面まで０．３０～０．４０ｍと浅

く、構築後、整地や耕作によって上部は撹乱されたものと考えられる。

〔出土遺物〕なし

〔時期〕採取した炭化物を科学分析AMS１４C 年代測定の結果、AD６８５～７２０年という年代が得られた。

また、同試料の樹種同定の結果はクルミであった。

SW２０７（第２５図）

〔位置と確認〕西区ML・MM６２グリッド第Ⅲ層で確認した。

〔規模と形態〕長径１．５３ｍ、短径１．２５ｍの不整形な隅丸方形である。深さは０．４４ｍで、壁面は急角度

で立ち上がる。

〔底面〕概ね平坦であるが、中心部からやや北よりに径０．２０ｍのピットが１つ確認された。

〔堆積土〕分層された１層～８層まで炭化物（材）及び大湯浮石と考えられる混入物が確認できた。

〔出土遺物〕なし

〔時期〕採取した炭化物を科学分析AMS１４C 年代測定の結果、AD７７５～８８０年という年代が得られた。

また、同試料の樹種同定の結果はクルミであった。

SW３０１（第２５図）

〔位置と確認〕南区 LT５６グリッド第Ⅲ層で確認した。調査区内の丘陵部、やや傾斜した斜面に位置

する。確認された場所は、現代の農道下にあたる。

〔規模と形態〕長径１．０４ｍ、短径０．９０ｍの不整形な隅丸方形である。深さは０．２４ｍで、壁面は緩やか

に立ち上がる。

〔底面〕大小の凹凸がある。ほぼ全面固くしまっているが、特に底面の半分近くは火熱を受け赤茶け

ておりさらに固くしまっていた。
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〔堆積土〕第１層は、構築後の整地や耕作による流れ込みと考えられる。また、２層目以下は当時の

堆積状況そのままであり、人為堆積と考えられる。

〔出土遺物〕なし

〔時期〕採取した炭化物を科学分析AMS１４C 年代の結果、AD７７５～８７５年という年代が得られた。ま

た、同試料の樹種同定の結果はクルミであった。

（３）溝　跡（SD）　

　東区で１条の溝跡を検出した。台地でも比較的高い南東部から北東部の崖に流れるような構造であ

る。

SD１０３（第２８図、図版３）

〔位置と確認〕東区 LQ～MG６７～７６グリッドに位置し、概ね第Ⅲ層で確認した。一部農道付け替え

のため後回しになっていた東区東端部の調査では２層目（大湯浮石層）を掘り込んでいることが確認で

きた。一部 SKT１０４と重複がある。SKT１０４を SD１０３が切っている。

〔規模と形態〕大湯浮石堆積層を掘り込んでおり、最大幅は４．５０ｍ、最小幅３．００ｍ、深さ０．８０ｍ前後

であった。標高値は、南東方向が高く、北西方向が低い。

〔底面〕底面から壁面は、緩やかなV字又はU字の形状である。底面は大小の凹凸があり平坦とはい

えない。部分的には２回にわたって掘り込んだとも考えられるような段差も確認できた。

〔堆積土〕一部自然堆積も見られるが、整地に伴い当初構築時に掘削された周囲の土による埋め戻し

が行われている。したがって人為堆積と判断した。

〔出土遺物〕二次加工のあるスクレイパー（第２８図６４）１点。剥片３点の出土があった。底面に近いや

や壁面寄り、地山面からの高さ約５�から出土した。

〔時期〕出土遺物は流れ込みによるものであり、大湯浮石堆積層（第２層）を掘り込んでいることから、

AD９１５年以降の構築であることは明確である。

（４）掘立柱建物跡（SB）・柱列（SA）

　南区から５棟の掘立柱建物跡と１条の柱列を検出した。掘立柱建物跡における時代検証は八戸工業

大学高島成侑氏に依頼し、結果、１０～１４世紀に帰属する建物跡であることがわかった。詳細は以下の

とおりである。なお、文中における建物規模等に関する記述の中で長軸方向を ｢桁 ｣・｢桁行 ｣　、短

軸方向を ｢梁 ｣・｢梁行 ｣と呼称することとした。

SB００１（第２９図）

　LR４６・４７LS４７グリッドⅣ層で確認した。南区の崖に程近い場所に位置する。１間×１間の掘立柱

建物跡で桁行２．８７ｍ、梁行２．６２ｍであった。SB００２と並行するように構築されていることから、建て

替えの可能性がある。新旧関係は不明である。柱の間尺から、１０世紀の構築であると考えられる。

SB００２（第２９図）

　LR４６・４７LS４７グリッドⅣ層で確認した。南区の崖に程近い場所に位置する。１間×１間の掘立柱

建物跡で桁行２．５０ｍ、梁行２．３７ｍであった。SB００１と並行するように構築されていることから、建て
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替えの可能性がある。新旧関係は不明である。柱の間尺から、SB００１同様１０世紀初め頃の構築である

と考えられる。

SB００３（第３０図）

　ME・MF５３～５５グリッドⅢ層からⅣ層で確認した。南区の中央やや北寄りに位置する。４間×２間

の掘立柱建物跡で中心桁の北に位置する柱は１本だけ張り出す形になっている。また、３間×１間の

掘立柱が西側をなす桁から張り出すような構造になっている。桁行で６．７５ｍ、梁行は４．１２ｍである。

間尺から、１０世紀頃の倉庫跡と考えられる。

SB００４（第３０図）

　MD・MC５４～５６Ⅲ層からⅣ層で確認した。南区の中央やや北寄りに位置する。３間×１間の掘立柱

建物跡で１間×１間が北側に張り出している。桁行６．２５ｍ、梁行２．００ｍ、北側に張り出した掘立柱を

含めると梁行総間は３．７５ｍである。間尺から１１世紀の構築であると考えられるが、SB００３と建物の軸

線がほぼ平行することから SB００３との関係も考える必要がある。

SB００５（第３１図）

　MG・MF５０・５１　グリッドⅢ層からⅣ層で確認した。南区の中央やや西寄りに位置する。本来２間

×２間の構造であったとする見方ができるが、確実なところ１間×２間だけであり、桁行４．５０ｍ、梁

行１．２５ｍである。本来の大きさを推定した場合、桁行４．５０ｍ、梁行４．００ｍで、倉庫に見られる特徴が

ある。しかし、時期を特定することはできなかった。

SA００６（第３１図）

　LS・LT４９～５１グリッドⅢ層からⅣ層で確認した。南区の東側に位置する。P１～ P５までの長さが

９．００ｍであった。柱間は平均２．２５ｍである。柱間からは１３～１４世紀の構築であるいえるが、軸線は

SI３０１とほぼ平行であり、関連も考えられる。

　（５）土坑（SK）

SK３１６土坑（第３１図）

〔位置と確認〕南区ME・MF４８・４９グリッド第Ⅳ層で確認した。土坑群からは西側にやや離れて位置

する。

〔規模と形態〕長径０．６２ｍ、短径０．５８ｍの円形で、深さは０．２６ｍである。壁は底面から上端まではほ

ぼ垂直に立ち上がる。

〔底面〕長径０．５８ｍ、短径０．５４ｍで小さな凹凸はあるがほぼ平坦である。

〔堆積土〕地山ブロックが堆積土に平均的に含まれていることなどから、埋め戻しによる人為堆積と

判断した。

〔出土遺物〕鉄器片１点の出土があった。

〔時期〕板状の鉄器片（長さ１１�、幅６�、厚さ３�）が出土しているので土坑の構築年代は少なく

とも古代以降と考えられる。性格ははっきりしない。
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第２１図　検出遺構　SⅠ３０３カマド
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第２２図　遺構内出土土器（２９～３６）
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第２３図　遺構内出土土器（３７～４４）
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第２４図　遺構内出土土器（４５～４８）
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第２５図　検出遺構　SⅠ３１０　SW２０２　SW２０７　SW３０１
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第２６図　遺構内出土土器・石器（４９～５６）
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第２７図　遺構内出土土器（５７～６３）
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第２８図　検出遺構SD１０３　SKT１０４　遺構内出土石器（６４）
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第２９図　検出遺構SB００１　SB００２
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第３０図　検出遺構SB００３　SB００４
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第３１図　検出遺構SB００５　SA００６　SK３１６
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第３表　掘立柱建物跡観察表

備考底面標高深さ径または平面形状所在区現場用柱穴番号遺構番号
（m）（cm）辺長（cm）柱穴番号
１３７．３１１２２７×１９楕円形LR４６SKP１６８P１

SB００１
１３７．３８１５２９×２５楕円形LS４７SKP１４８P２
１３７．１５４２２９×２８方形LR４６SKP１７２P３
１３７．４２１９３０×２５方形LR４７SKP１５２P４

備考底面標高深さ径または平面形状所在区現場用柱穴番号遺構番号
（m）（cm）辺長（cm）柱穴番号
１３７．３３１０２０×１７楕円形LR４６SKP１６９P１

SB００２

１３７．３５１６２６×２２楕円形LS４７SKP１４９P２
１３７．３６１３３０×２０方形LR４６SKP１７１P３
１３７．４０１６２３×１９楕円形LR４７SKP１５０P４
１３７．４１１５２３×２０楕円形LR４６SKP１７３P５
１３７．４２１８２５×２１楕円形LR４７SKP１５１P６

備考底面標高深さ径または平面形状所在区現場用柱穴番号遺構番号
（m）（cm）辺長（cm）柱穴番号
１３６．５３１０３３×３１方形ME５５SKP００９P１

SB００３

１３６．５９１２３０×２９方形ME５４SKP１１８P２
１３６．６３１０２５×２２方形ME５４SKP０１８P３
１３６．６４１０１９×１８方形ME５４SKP０１９P４
１３６．５０１０２３×２２方形MF５５SKP００８P５
１３６．５５８２９×２６方形ME５４SKP０１７P６
１３６．５２１７３３×３０楕円形ME５４SKP０２０P７
１３６．５８１４２６×２２方形ME５３SKP０３２P８
１３６．５７１６３０×２８方形ME５３SKP０３１P９
１３６．５５６２７×２７方形MF５４SKP０１４P１０
１３６．４５１９２７×２６方形MF５４SKP０１６P１１
１３６．３５３２２８×１９方形MF５３SKP０２９P１２
１３６．５８１４３０×２６方形ME５３SKP０３０P１３
１３６．４９８２７×２４楕円形MF５４SKP０２８P１４
１３６．４４２１３８×２９楕円形MF５４SKP０４４P１５
１３６．５６１０３０×２７方形MF５３SKP０１３P１６

備考底面標高深さ径または平面形状所在区現場用柱穴番号遺構番号
（m）（cm）辺長（cm）柱穴番号
１３６．７３７２９×２７円形MD５４SKP２５３P１

SB００４

１３６．６５１１４０×３２楕円形MD５４・５５SKP２５５P２
１３６．６２９３３×２７方形MD５５SKP０４２P３
１３６．５１１９３４×３３方形MD５５SKP０４１P４
１３６．６７２０４８×３９方形MC５４SKP０５０P５
１３６．７０８３７×２３不整方形MD５５SKP１１０P６
１３６．５４２０４４×３９方形MD５６SKP０３９P７
１３６．６８８３２×２７方形MC５５・５６SKP１９０P８
１３６．４７２１２１×１９不整方形MD５６SKP０４０P９

備考底面標高深さ径または平面形状所在区現場用柱穴番号遺構番号
（m）（cm）辺長（cm）柱穴番号
１３６．７０２０２６×２１楕円形MG５１SKP０６７P１

SB００５

１３６．７４２６２４×２０楕円形MG５０SKP０８９P２
１３６．８８２０２７×２３楕円形MF５０SKP０９１P３
１３６．９５１４２０×２０円形MF５０SKP０９４P４
１３６．７６２５２５×２１楕円形MG５０SKP０８８P５
１３６．８９２０２５×２５円形MF５０SKP０９０P６
１３６．９７１１２５×１９楕円形MF５０SKP０９３P７

備考底面標高深さ径または平面形状所在区現場用柱穴番号遺構番号
（m）（cm）辺長（cm）柱穴番号
１３７．９１２５２４×２３方形LT５１SKP２４４P１

SA００６
１３７．７７３０２６×１９方形LT５０SKP１５８P２
１３７．８３１４２３×２２円形LS５０SKP１４０P３
１３７．８７１０２７×２０楕円形LS４９SKP２３０P４
１３７．７０８１８×１８不整方形LS４９SKP１８９P５
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第４表　柱穴観察表

備考底面標高深さ径または平面形状所在区遺構番号
（m）（cm）辺長（cm）

SB００３P５１３６．５０１０２３×２２方形MF５５SKP００８
SB００３P１１３６．５３１０３３×３１方形ME５５SKP００９

１３６．５０１４３５×２５不整形ME５５SKP０１０
１３６．４９１６３３×２３楕円形ME５５SKP０１１
１３６．２６１２２３×１９楕円形MG５５SKP０１２

SB００３P１６１３６．５６１０３０×２７方形MF５３SKP０１３
SB００３P１０１３６．５５６２７×２７方形MF５４SKP０１４

１３６．２９２６４７×３８不整形MG５４SKP０１５
SB００３P１１１３６．４５１９２７×２６方形MF５４SKP０１６
SB００３P６１３６．５５８２９×２６方形ME５４SKP０１７
SB００３P３１３６．６３１０２５×２２方形ME５４SKP０１８
SB００３P４１３６．６４１０１９×１８方形ME５４SKP０１９
SB００３P７１３６．５２１７３３×３０楕円形ME５４SKP０２０

１３６．７２７２９×１５方形ME・MF５３SKP０２１
１３５．７７２３２５×２２方形MH５３SKP０２２
１３６．０８１４４３×４３円形MH５３SKP０２３
１３５．６８２７４０×２３不整方形MH５３SKP０２４
１３５．７８２６３８×３５不整方形MH５３SKP０２５
１３６．１５１２２３×２０不整方形MG５３SKP０２６
１３６．０６２２４７×３５不整楕円形MG５３SKP０２７

SB００３P１４１３６．４９８２７×２４楕円形MF５４SKP０２８
SB００３P１２１３６．３５３２２８×１９方形MF５３SKP０２９
SB００３P１３１３６．５８１４３０×２６方形ME５３SKP０３０
SB００３P９１３６．５７１６３０×２８方形ME５３SKP０３１
SB００３P８１３６．５８１４２６×２２方形ME５３SKP０３２

１３５．５７１４２８×２４方形MJ５１SKP０３３
１３６．２２１４２９×２５方形ME５８SKP０３４
１３６．３０９３０×２１楕円形MD・ME５８SKP０３５
１３６．２６２８２２×２１円形MC５９SKP０３６
１３６．４３２２３０×２３楕円形MB５８SKP０３７
１３６．５１１２２２×２０円形MC５６SKP０３８

SB００４P７１３６．５４２０４４×３９方形MD５６SKP０３９
SB００４P９１３６．４７２１２１×１９不整方形MD５６SKP０４０
SB００４P４１３６．５１１９３４×３３方形MD５５SKP０４１
SB００４P３１３６．６２９３３×２７方形MD５５SKP０４２

１３６．６０１５２６×２６円形MD５５SKP０４３
SB００３P１５１３６．４４２１３８×２９楕円形MF５４SKP０４４

１３６．７６９３５×３４方形MC５５SKP０４５
１３６．６５１８２０×２０方形MC５５SKP０４６
１３６．７５１６２６×２０楕円形MB５５SKP０４７
１３６．９２２３２９×２１楕円形MA５５SKP０４８
１３６．６７１８２８×２７方形MC５４SKP０４９

SB００４P５１３６．６７２０４８×３９方形MC５４SKP０５０
１３６．７３１５２１×２０方形MC５４SKP０５１
１３６．８０１１４４×４０不整方形MC５４SKP０５２
１３５．５８１５２７×２７円形MJ５１SKP０５３
１３５．７６２１２９×２８円形MI５１SKP０５４
１３７．２６１４６２×４３楕円形LT４５SKP０５５
１３７．２０１９３７×２６楕円形LT４５SKP０５６

確認面に S１３５．８１１１３２×２８楕円形MI５０・５１SKP０５７
１３５．８０１３２８×２１方形MI５１SKP０５８
１３６．０３１６４９×３０楕円形MH・MI５１SKP０５９
１３６．０２１７２９×２６楕円形MH５１SKP０６０
１３６．３９４３５×３５方形MH５１SKP０６１
１３６．３１２１４４×３５不整方形MG５１SKP０６２
１３６．５０２２４８×３９不整楕円形MG５１SKP０６３
１３６．４５３４５９×５５円形MG５１SKP０６４
１３６．６９１２２５×２３円形MG５１SKP０６５
１３６．６８１８４２×２８楕円形MG５１SKP０６６

SB００５P１１３６．７０２０２６×２１楕円形MG５１SKP０６７
１３６．７４２０２７×２３楕円形MG５１SKP０６８

SB００５P２１３６．７６２０５０×３９楕円形MG５１SKP０６９
１３６．８８１３３５×３５方形MF５１SKP０７０
１３６．９３１１２７×２４楕円形MF５１SKP０７１
１３６．９３１４３０×２９円形MF５１SKP０７２
１３６．８６１７６１×５０楕円形ME・MF５１SKP０７３
１３６．９４１３４２×２８楕円形ME５１SKP０７４
１３６．９８１２２３×２１楕円形ME５１SKP０７５
１３６．７４１９２８×２５不整方形ME５２SKP０７６
１３６．４５９３９×１８方形MH５０SKP０７７
１３６．３６５３３×２４楕円形MH５１SKP０７８
１３６．５４１２３０×２５楕円形MH５０SKP０７９
１３６．５７７２２×２０楕円形MH５０SKP０８０
１３６．５６１２３７×１５不整楕円形MG５０SKP０８１
１３６．４３１４２６×２３楕円形MH５０SKP０８２
１３６．６５１０２９×２４不整方形MG５０SKP０８３
１３６．５３１４２８×２０方形MG５０SKP０８４
１３６．７３９２７×２５方形MG５０SKP０８５
１３５．８８１７２７×２５方形MG４１SKP０８６
１３６．９４１５６７×６０楕円形MF５１SKP０８７

SB００５P５１３６．７６２５２５×２１楕円形MG５０SKP０８８
１３６．７４２６２４×２０楕円形MG５０SKP０８９

SB００５P６１３６．８９２０２５×２５円形MF５０SKP０９０
SB００５P３１３６．８８２０２７×２３楕円形MF５０SKP０９１

１３６．８５２０３０×２９不整方形MF５０SKP０９２
SB００５P７１３６．９７１１２５×１９楕円形MF５０SKP０９３
SB００５P４１３６．９５１４２０×２０円形MF５０SKP０９４

１３５．７６１０３６×２１方形MJ４９SKP０９５
１３６．２８７２７×２６円形MH・MI４９SKP０９６
１３５．８７１８４５×２７楕円形MG４１SKP０９７
１３６．４９７３１×１９楕円形MH４８SKP０９８
１３６．４７９３２×２１楕円形MH４８SKP０９９
１３６．５４５２９×２４方形MH４８SKP１００
１３６．５８１８３４×２３方形MD５５SKP１０８
１３６．６６１０３４×３０楕円形MD５５SKP１０９

SB００４P６１３６．７０８３７×２３不整方形MD５５SKP１１０
１３７．８３１２２２×２２円形MA５０SKP１１１
１３７．７２２５２２×２２円形MA５０SKP１１２
１３７．８２１４２６×２４不整円形MA５０SKP１１３
１３７．７８２２２５×２４方形MA５０SKP１１４
１３７．８４１５３１×１９方形LT５０SKP１１５
１３７．２１２１３６×２３不整楕円形LT４５SKP１１６
１３７．８０１２２１×１６楕円形MA４８SKP１１７

SB００３P２１３６．５９１２３０×２９方形ME５４SKP１１８
１３７．５５１４２７×１８不整楕円形MC４８SKP１１９
１３６．３９１１３１×２５楕円形MH４７SKP１２０
１３７．３２１３６５×４０楕円形LS４５SKP１２１
１３７．６３１２２３×１９楕円形LT４８・４９SKP１２２
１３６．７１１９５１×３７楕円形MD４３SKP１２３
１３７．５４１１２０×１９方形LS・LT４８SKP１２４
１３５．９３１２３０×２９円形MI４７SKP１２５
１３６．３１２６３５×３１楕円形MH４７SKP１２６
１３６．２４２０７６×４７不整楕円形MH４７SKP１２７
１３６．４５８１６×１６円形MH４７SKP１２８
１３６．３８１６４７×３０不整楕円形MH４７SKP１２９
１３６．３８１８２９×２７円形MH４７SKP１３０
１３６．５２９２７×２０方形MH４７SKP１３１
１３６．４８９２２×１８楕円形MH４７SKP１３２
１３６．５２９２７×２２楕円形MH４７SKP１３３
１３６．５１１３３６×３０不整楕円形MH４７SKP１３４
１３７．６０１５４６×２７方形MC４８SKP１３５
１３７．５５１０２５×２２楕円形MC４８・４９SKP１３６
１３６．８２９３４×２７楕円形MD４３SKP１３７
１３７．３９２０２６×２０楕円形MC４８SKP１３８
１３７．８１１３２７×２４楕円形LT５０SKP１３９

SA００６P３１３７．８３１４２３×２２円形LS５０SKP１４０
１３７．５２１６２１×１７方形LT４７SKP１４１
１３７．３６１４２６×２１楕円形LT４７SKP１４２
１３７．４３１０２３×２２円形LT４７SKP１４３

備考底面標高深さ径または平面形状所在区遺構番号
（m）（cm）辺長（cm）
１３７．５５７２３×２１方形LS４８SKP１４４
１３７．４６１４２６×２１楕円形LS４７SKP１４５
１３７．５１３２０×１７楕円形LS４７SKP１４６
１３７．３４１８３５×２２不整楕円形LS４７SKP１４７

SB００１P２１３７．３８１５２９×２５楕円形LS４７SKP１４８
SB００２P２１３７．３５１６２６×２２楕円形LS４７SKP１４９
SB００２P４１３７．４０１６２３×１９楕円形LR４７SKP１５０
SB００２P６１３７．４２１８２５×２１楕円形LR４７SKP１５１
SB００１P４１３７．４２１９３０×２５方形LR４７SKP１５２

１３６．１７２８７２×４０楕円形MH４６SKP１５３
１３６．６８１０２４×２４不整円形MG４６SKP１５４
１３６．６１１７３４×３４不整形MG４６SKP１５５
１３６．７４９３６×３４方形MG４６SKP１５６
１３６．６０３２３７×２７楕円形MD４３SKP１５７

SA００６P２１３７．７７３０２６×１９方形LT５０SKP１５８
１３７．３５１５２１×２０不整楕円形LT４６SKP１５９
１３７．２４１７３９×３３方形LT４６SKP１６０
１３７．２５１９３６×２６方形LT４６SKP１６１
１３７．２８１５３５×３０楕円形LS４６SKP１６２
１３７．２７１９２３×１８楕円形LS４６SKP１６３
１３７．３４１３１７×９楕円形LS４６SKP１６４
１３７．４２９２２×２１方形LS４６SKP１６５
１３７．３４９１６×１２楕円形LS４６SKP１６６
１３７．３５１１１７×１７円形LS４６SKP１６７

SB００１P１１３７．３１１２２７×１９楕円形LR４６SKP１６８
SB００２P１１３７．３３１０２０×１７楕円形LR４６SKP１６９

１３７．２７１８２０×１９楕円形LR４６SKP１７０
SB００２P３１３７．３６１３３０×２０方形LR４６SKP１７１
SB００１P３１３７．１５４２２９×２８方形LR４６SKP１７２
SB００２P５１３７．４１１５２３×２０楕円形LR４６SKP１７３

１３６．２４１８３２×２１不整楕円形MH４５・４６SKP１７４
１３６．３９７３３×２４楕円形MH４５SKP１７５
１３６．５２７２６×２４不整楕円形MG・MH４５SKP１７６
１３６．５５１０３６×２４楕円形MG４５SKP１７７
１３６．６８１２３８×２７楕円形MG４５SKP１７８
１３７．０５９２３×１８楕円形MB４５SKP１７９
１３７．０８１０２４×２０楕円形MB４５SKP１８０
１３７．１２１１１７×１５不整円形MA４５SKP１８１
１３７．１２２１２４×２０楕円形MA４５SKP１８２
１３７．１８１５３２×２８楕円形LT・MA４５SKP１８３
１３７．２５１５２６×２３不整円形MA４５SKP１８４
１３７．２８１３２９×２０楕円形LT４５SKP１８５
１３７．２３１６２６×２６円形LT４５SKP１８６
１３７．１７２７３５×３０楕円形LT４５SKP１８７
１３７．１４２８３１×３１方形LT４５SKP１８８

SA００６P５１３７．７０８１８×１８不整方形LS４９SKP１８９
SB００４P８１３６．６８８３２×２７方形MC５５・５６SKP１９０
４９４に切られる１３７．２１２１２７×２５不整方形LS４５SKP１９１

１３７．２９８２０×１７楕円形LS４５SKP１９２
１３７．０３３４５７×３２不整形LS４５SKP１９３

４９１を切る１３６．８７５７２６×２２楕円形LS４５SKP１９４
１３７．２３１２７０×４０楕円形LS４５SKP１９５
１３７．２４３１２５×２５方形LQ・LR４５SKP１９６
１３６．６６１３２７×１９不整楕円形MF・MG４４SKP１９７
１３７．１１１１３８×３０楕円形MB４４SKP１９８
１３７．０９１５１９×１５不整方形MB４４SKP１９９
１３６．７５２４２７×２６方形MD５２SKP２００
１３６．１５７３０×２８不整円形MF・MG４２SKP２０８
１３６．０５６２３×１８楕円形MG４１SKP２０９
１３６．２６９４７×４４方形MF４２SKP２１０
１３６．１６２１２７×２７円形MF４２SKP２１１
１３６．２２１５４４×３４楕円形MF４２SKP２１２
１３６．３３２１２６×２２楕円形ME４３SKP２１３
１３６．２７１３２２×１８不整楕円形MF４３SKP２１４
１３６．７７１５３５×３２不整円形MD４３SKP２１５
１３６．７１２１４７×３１楕円形MD４３SKP２１６
１３６．６３２９４５×３２不整楕円形MD４３SKP２１７
１３７．４９２７２８×２５方形LP４７SKP２１８
１３７．５８１２３０×２３方形LP４９・５０SKP２１９
１３７．６６１８３２×２１楕円形LP４７SKP２２０
１３７．６６１９４２×２９不整楕円形LP４７SKP２２１
１３６．７３１１２４×１８楕円形MC５５SKP２２２
１３７．７０１０１５×１３方形LP・LQ４８SKP２２３
１３７．６３１１３５×３２楕円形LP４９SKP２２４
１３７．５６１６３３×３０円形LP５０SKP２２５
１３７．５３２２３１×２９楕円形LP５０SKP２２６
１３７．４９２０２８×２６方形LQ４７SKP２２７
１３７．６３１２２２×２２方形LR・LS４９SKP２２８
１３７．７０２０２９×１９方形LS５０SKP２２９

SA００６P４１３７．８７１０２７×２０楕円形LS４９SKP２３０
１３６．８１４５２７×２３不整楕円形MA４４SKP２３１
１３６．８４４０２７×２２方形LT４４SKP２３２
１３７．２０７２５×１９楕円形LT４４SKP２３３
１３７．６４１４２３×１６方形LP４７SKP２３４
１３７．５２１３２０×１８方形LQ４６SKP２３５
１３７．１８１９２０×１９円形LS４５SKP２３６
１３７．２３１６４３×２０不整形LS４６SKP２３７
１３７．６３３０３０×２６方形LT５０SKP２３８
１３７．７３１６１８×１８方形LS５０SKP２３９
１３７．８０２７２３×１９楕円形MA５１SKP２４０
１３７．８４１５１８×１５楕円形MA５１SKP２４１
１３７．８４１０２６×１９方形MA５１SKP２４２
１３７．６８１２２７×２２方形MA５１SKP２４３

SA００６P１１３７．９１２５２４×２３方形LT５１SKP２４４
１３７．８５２４３４×１７楕円形LT５１SKP２４５
１３８．００１７２３×２２方形LT５１SKP２４６
１３７．３０２５３１×２５楕円形LQ４５SKP２４７
１３７．４８１１２９×２４楕円形LQ・LR４６SKP２４８
１３７．３７１９２７×２７円形LR４６SKP２４９
１３７．３７１９２１×２０不整方形LR４６SKP２５０
１３７．７３１５１６×１６円形MA５２SKP２５１
１３７．９７１１２１×１３楕円形LT・MA５２SKP２５２

SB００４P１１３６．７３７２９×２７円形MD５４SKP２５３
１３６．７０８２１×１７楕円形MD５４SKP２５４
１３６．６５１１４０×３２楕円形MD５４・５５SKP２５５

SB００４P２１３７．３３２３２８×２２楕円形MC４７SKP２５６
１３５．８０７２４×１８楕円形MJ５０SKP２５７
１３５．９８７２１×２０円形MI５０SKP２５８
１３６．２４１０２４×２３円形MH５７SKP２５９
１３６．２９１４２６×２３方形MG５７SKP２６０
１３６．３７１０２４×２３円形MG５６SKP２６１
１３６．３０１５２５×２３楕円形MG５６SKP２６２
１３６．３１１２２２×２０方形MH５５SKP２６３
１３６．３０１０３２×２５楕円形MG５５SKP２６４
１３６．４２１３２１×２０方形MH４８SKP２６５
１３６．４６１２３３×２６方形MH４８SKP２６６
１３６．４９１０３１×１８楕円形MH４８SKP２６７
１３６．６０８２５×２３楕円形MH４８SKP２６８
１３６．６２７４１×４０円形MH４８SKP２６９
１３６．７６６３６×２７楕円形MD４８SKP２７０

欠番MD４８SKP２７１
１３６．５９１２３０×２９方形ME５４SKP２７２
１３７．１８２５３８×２４楕円形LT４４SKP２７３
１３７．２８８２４×２２楕円形LT４４SKP２７４
１３７．１７１６２９×２６楕円形LT４４SKP２７５
１３５．９０１８３７×３４円形MG４１・４２SKP２７６
１３５．９８１５４０×２７楕円形MG４２SKP２７６
１３５．９２２０４５×３１不整楕円形MF・MG４１・４２SKP２７７
１３５．９９１９４７×４２楕円形MF４２SKP２７８



　　第２節　遺構外出土遺物

　今回の調査では、遺構外から縄文時代と続縄文時代、平安時代に使用された土器と石器・石製品お

よび剥片などが出土した。遺物のほとんどが南区東側の残丘斜面下と台地の南縁に近い平坦地からの

出土である。

１　土器【第３２～３８図、図版８～１０】

　土器は、ほとんどがⅢ層～Ⅳ層にかけて出土した。Ⅲ層からは主に平安時代のものが多く、Ⅳ層か

らは縄文時代のものが多く出土した。縄文時代の土器の多くは前期初頭に相当するもので、次いで早

期、後期、中期の順に多い。また、数は少ないものの、縄文時代晩期、続縄文時代の後北式に比定さ

れるものや小坂X式に比定される土器片も数点出土している。

　縄文時代早期に相当する土器の多くは、LS５６グリッドとMC５７グリッド各々Ⅳ層から出土した。

MC５９グリッドⅢ層では、貝殻腹縁文のみを施した白浜式に比定さる土器（第３２図６５）が出土している。

また、MA５６グリッドⅢ層から出土した白浜式に比定される土器片（第３２図６６）には、外面条痕地文に

貝殻腹縁文が施されていた。これら白浜式に比定されるこの２点は、出土遺物全体の中では最も古い。

この他にMF５３グリッドⅢ層では、吹切沢式に比定される土器片（第３２図７７）も出土している。

　縄文時代前期に属する土器は、南区東側にある残丘斜面下のMB５６グリッド第Ⅳ層で多く出土した。

そのほとんどが円筒下層式土器に分類され、地文に縄文を施していたものと、地文に撚糸文を施した

ものの２種類があった。他に大木式に比定される土器も数点出土した。中でも縄文に横位の沈線文を

多数施した土器片（第３３図７８）は、波状口縁を呈し、２本の沈線は口縁部に平行するように描かれてい

た。同様な形状の土器片（第３３図８１）は、焼成が良く硬質で、口縁部がやや厚い。

　縄文時代中期から続縄文時代にかけての遺物は極めて少ない。晩期の遺物としては、唯一注口土器

の注口部分（第３６図１１３）がある。全体の形状は不明である。

　平安時代の土器は、南区で出土した。これは同区に竪穴住居跡が２軒あり、これに伴っていたもの

と考えられる。

　遺構外から出土した土器は、文様要素・施文手法・文様構成の違いから以下のように分類した。

第Ⅰ群土器　縄文時代早期の土器　　A類 白浜式に比定される土器　　B

類 物見台式に比定される土器　　C類 吹切沢式に比定され

る土器第Ⅱ群土器　縄文時代前期の土器　　A類 早稲田６類に比定さ

れる土器　　B類 円筒下層式 a土器に比定される土器　　C類 大木式に

比定される土器第Ⅲ群土器　縄文時代中期の土器第Ⅳ群土器　　縄文時代

後期の土器第Ⅴ群土器　　縄文時代晩期の土器第Ⅵ群土器　続縄文時代の

土器　　A類 後北式に比定される土器　　B類 小坂X式に比定され

る土器　　C類 A 類・B類どちらともいえないが続縄文時代と考えら

れる土器第Ⅶ群土器　平安時代の土器
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第Ⅰ群土器　縄文時代早期の土器

　　A類 白浜式に比定される土器

　　B類 物見台式に比定される土器

　　C類 吹切沢式に比定される土器

第Ⅱ群土器　縄文時代前期の土器

　　A類 早稲田６類に比定される土器

　　B類 円筒下層式 aに比定される土器

　　C類 大木式に比定される土器

第Ⅲ群土器　縄文時代中期の土器

第Ⅳ群土器　縄文時代後期の土器

第Ⅴ群土器　縄文時代晩期の土器

第Ⅵ群土器　続縄文時代の土器

　　A類 後北式に比定される土器

　　B類 小坂 X式に比定される土器

　　C類 A 類・B類どちらともいえないが

続縄文時代と考えられる土器

第Ⅶ群土器　平安時代の土器



第Ⅰ群土器：縄文時代早期の土器（第３２図６５～７７、図版８）

A類　白浜式に比定される土器（第３２図６５・６６、図版８）

〔文様〕２片とも胴部破片で、別個体である。６５は、貝殻腹縁文のみである。６６は、条痕文の上に貝

殻腹縁文を組み合わせている。２破片とも縦位と横位に施文している。

〔胎土・焼成〕胎土に多量の細砂粒を含み、６６では砂粒が露出している。焼成は良好である。

〔内面〕平滑に行っている。

〔器形〕小破片のため全体の器形を判断することはできないが、胴部から口縁部に向かって外反する

尖底土器と推測される。

B類　物見台式に比定される土器（第３２図６７～７６、図版８）

〔文様〕口縁部には沈線と刻文が施文されている。口縁部文様帯は、横位の連続性が強く、区画内に

は貝殻腹縁文が多数施されている。これら土器片（第３２図６７～６９・７１～７６）は、物見台式でも田面木平

タイプに相当する。この他にMC５７グリッドで出土した、所謂明神裏Ⅲ式の特徴を持つ物見台式土器

（第３２図７０）がある。これには、「く」の字状有節沈線で文様を描いており、２本の有節沈線の間に短

条痕を施文している。口縁部には刻文があり、胴部上位には、３箇所に方形刺突文が施されている。

〔胎土・焼成〕胎土には少量の細砂粒を含んでいる。焼成は良好である。

〔内面〕平滑に行っている。

〔器形〕乳房状尖底部（第３２図６９）が出土しており、胴部から口縁部に向かって外反する尖底土器と判

断される。

C類　吹切沢式に比定される土器（第３２図７７、図版８）

〔文様〕箆状工具による斜位または横位の押し引き沈線文が施されている。

〔胎土・焼成〕胎土には少量の細砂粒を含んでいる。焼成は一般的には良好である。

〔内面〕平滑に行っている。

〔器形〕小破片のため全体の器形を判断することはできないが、類例から考え、胴部から口縁部に向

かって外反する尖底土器と推測できる。

第Ⅱ群土器：縄文時代前期の土器（第３３～３５図７８～９８）

A類　早稲田６類に比定される土器（第３３図７８～８２、図版８）

〔文様〕このA類に含まれる土器は、縄文地文の上に、箆状工具または棒状工具によって、横位に沈

線文が施されているもの（７８・７９）と沈線文のみのもの（８０）がある。また、箆状工具による押し引き沈

線文を施したもの（８１・８２）もある。

〔胎土・焼成〕胎土には少量の細砂粒と繊維を含んでいる。焼成は全般的に良好である。

〔内面〕平滑に行っている。８０には炭化物が付着している。

〔器形〕胴部から口縁部に向かってやや外反する尖底土器と推測できる。表館式土器や春日町式土器

に極めて近い特徴を有する。

B類　円筒下層式 aに比定される土器（第３３～３５図８３～９７、図版８・９）

〔文様〕地文に縄文を施したもの（８４～８９・９１・９２・９７）と、地文に不整撚糸文を施したもの（８３・８７・

９３・９４～９６・９８）がある。特に口縁部には、この後者の特徴を有するものが多い（８３・８７・９３・９４）。
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胴部は地文に縄文を施しているものがほとんどであるが、羽状縄文（８５・８８）もある。また、底部には、

網代痕が見られるもの（９０）や、底面にも縄文を施し、側面に補修孔のみられるもの（９７）があった。こ

れは、外面からの穿孔であった。

〔胎土・焼成〕胎土には中量の細砂粒と繊維を含んでいる。焼成は全般的に良好である。

〔内面〕ほとんどが平滑に行っている。炭化物が付着している。

〔器形〕口縁部がゆるく外反し、口径と底径の差が比較的大きく、器高は高いと考えられる。

C類　大木式に比定される土器（第３５図９８、図版９）

〔文様〕胴部の小破片（９８）であるが、上半に羽状縄文、下半には斜縄文が施文されている。

〔胎土・焼成〕胎土には、多量の細砂粒と少量の石英を含んでおり、表面に砂粒が露出している。焼

成は不良である。

〔内面〕平滑に行っている。

〔器形〕小破片のため全体の器形を判断することはできない。

第Ⅲ群土器　縄文時代中期の土器（第３５図９９～１０３、図版９）

〔文様〕９９は胴部破片で口縁部に不等間隔に沈線を施し、横位の縄文を施している。１００は斜位の縄

文を施している。口唇部には刻み文が施されている。第３３図１０１・１０２は、斜位に施文した撚糸文に細

い粘土紐を貼り付けている。１０１は、口縁部は膨隆し、細い絡状体圧痕文が施されている。

　１０３は、波状口縁の波頂部で、斜位に縄文を施文したあと棒状工具で沈線を施している。この沈線は、

内面にも描かれている。

〔胎土・焼成〕胎土には、中量の細砂粒と少量の石英を含んでいる。焼成は良好である。

〔内面〕指頭による調整で生じた凹凸のあるものと箆状工具によって平滑にしたものの２種類が見ら

れる。

〔器形〕小破片のため全体の器形を判断することはできないが、概ね、この時期特有の円筒上層式土

器の範疇に含まれるものと考えられる。１００・１０１は、波状口縁を呈し、底部からふくらみ、胴部上位

でややくびれ口縁部に向かって外反する形状である。

第Ⅳ群土器　縄文時代後期の土器（第３６図１０４～１１２、図版１０）

〔文様〕棒状工具による入り組み区画文を施した土器片（１０４）が１点出土している。また、１０５・１０６

の破片は、縄文を施した後、平行沈線で区画し、内部を磨消している。１０７・１０８は平行沈線を巡らし

た後に、連続刺突文を充填している。１０９・１１０は同時期の底部資料である。１１１・１１２同時期の縄文を

施した口縁部破片である。

〔胎土・焼成〕胎土には少量の細砂粒を含んでいる。焼成は一般的には全般的に良好である。

〔内面〕平滑に行っている。

〔器形〕小破片のため全体の器形を判断することはできないが、類例から考え、胴部から口縁部に向

かって外反する深鉢型の土器と推察する。
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第Ⅴ群土器　縄文時代晩期の土器（第３６図１１３、図版１０）

〔文様〕注口部のみであり、無文である。

〔胎土・焼成〕胎土には、少量の細砂粒を含んでいる。焼成は良好である。

〔内面〕平滑である。

〔器形〕注口部のみの出土であり、全体の器形を判断することはできない。

第Ⅵ群土器　続縄文時代の土器（第３７図１１４～１２７、図版１０）

A類　後北式に比定される土器（第３７図１１４～１１６）

〔文様〕１１４・１１６には縦位に絡状体縄文圧痕が認められる。１１５は幅１．２�程度の箆状工具で正三角形

に近い形を描き、その上に絡状体縄文原体を２条押捺している。その内側には３条、外側には１条確

認できる刺突文が施文されていた。

〔胎土・焼成〕胎土には、少量の細砂粒を含んでいる。焼成は良好といえる。３点ともに薄手である

がしっかりしている。１１５表面には炭化物が付着している。

〔内面〕平滑である。

〔器形〕小破片であり全体の器形を判断することはできない。

B類　小坂 X式に比定される土器（第３７図１１７～１１９、図版１０）

〔文様〕３点ともに、糸ほど細い縄文を不規則ながら斜位に施文している。

〔胎土・焼成〕胎土には、少量の細砂粒と石英を含んでいる。焼成は良好であり、薄手であるがしっ

かりしている。

〔内面〕平滑である。

〔器形〕小破片であり全体の器形を判断することはできない。

C類　A類・B類どちらともいえないが続縄文時代と考えられる土器（第３７図１２０～１２７）

〔文様〕糸ほど細い縄文を不規則に斜位または縦位・横位に施文している。

〔胎土・焼成〕胎土には、少量の細砂粒と石英を含んでいる。焼成は良好であり、薄手であるがしっ

かりしている。

〔内面〕平滑である。

〔器形〕小破片であり全体の器形を判断することはできない。

第Ⅶ群土器　平安時代の土器（第３８図１２８～１３３）

〔文様〕１２８・１２９ともに、箆ナデである。

〔胎土・焼成〕胎土には、少量の細砂粒を含んでいる。焼成は良好である。

〔内面〕平滑である。

〔器形〕１２８・１２９は土師器の甕である。１３０・１３１は土師器の杯である。１３２・１３３は底部高台であるが、

胴部以上が残されておらず、推定になるが、割れ口から皿状の器と考えられる。
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２　石器【第３９～４７図、図版１１～１３】

　全調査区から出土した石器は、剥片などを含めて総数３２３点である。時代の変遷を受けて、土地造

成や耕作などによって、細片となったものも多い。また、出土地点は全域に及ぶものの、出土層位が

一定ではなく、１層から４層の各層で確認されていることから、前述土器群に対応する時期ごとの分

別は推論の域が強くなってしまうため、ここでは器形中心に特徴を記述としたい。

石鏃（第３９図１３４～１４０、図版１１）

　４点出土している。１３４・１３５ともに欠損があるものの二等辺三角形に近く、無茎石鏃に類する。ま

た、１３６と１３７は有茎石鏃に分類される。４点全て二次加工を両面に施しており、剥離面が観察できた

のは１３４のみである。

尖頭器（第３９図１３８～１４０、図版１１）

　３点出土した。１３８は先端が欠損している。３点全てに二次加工を両面に施している。無茎尖頭器

に分類される。

石匙（第３９図１４１～１４６、図版１１）

　形状の違う石匙が６点出土している。１４１～１４５は、縦型であり、１４６は横型である。また、１４１と１４４

は細身で長身である。１４２は台形状である。６点全てが片側に大きな二次加工痕が認められ、大きく

残る剥離面が観察できる片側にも刃部を設けている。

石箆（第４０図１４７～１５５、図版１１）

　大きさの近い９点が出土した。９点全て片側には大きな二次加工痕があり、その裏側には概ね剥離

面が観察できる。また、その剥離面にも割合は大小あるものの刃部を設けるための二次加工痕が認め

られる。

スクレイパー（第４１・４２図１５６～１７２、図版１２）

　剥片の周縁・縁辺に連続した調整剥離が施されている。両面調整されているものと、片面調整され

ているものの２種類あった。

石錐（第４３図１７３・１７４、図版１２）

　２点出土した。断面が菱形・三角形・凸レンズ状の尖頭部を持つ石器である。

石核（第４３図１７５、図版１２）

　１点出土した。剥片剥離を行ったと考えられる石である。

磨製石斧（第４３図１７６・１７７、図版１２）

　磨製石斧の中でもこの２点は、乳棒状磨製石斧に分類される。断面が楕円形であり、頭部の細い棒
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状である。

石錘（第４４・４５図１７８～１８２、図版１３）

　５点の出土があった。円盤状またはそれに近い礫に、抉りを入れて錘としたもの。本遺跡から出土

したもののほとんどが長軸方向にあたる部位に抉りを入れていた。

環状石製品（第４５図１８３、図版１３）

　１点出土した。円盤形の周縁に刃をつけ、中心に貫通孔をもっている。東北地方から中部地方にか

けて出土例があり、縄文時代早期後半から前期初頭の遺跡に多く出土する。環状石製品は、縄文時代

のほぼ全時期を通じて存在し、弥生時代まで残存する。

凹み石（第４５図１８４、図版１３）

　１点出土した。人工的な凹みのある礫である。長楕円形であり、両面に人工的につけられた粗い凹

みがあった。

すり石（第４５～４７図１８５～１９４、図版１３）

　１０点の出土があった。断面は全般的に三角形に近い物が多い。形状は棒状・球状・お結び形のもの

など様々である。擦りが施された部位は、一部から全面におよぶものまでそれぞれである。また、一

部には敲いた痕跡も認められた。
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第３２図　遺構外検出土器（６５～７７）
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第３３図　遺構外検出土器（７８～８７）
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第３４図　遺構外検出土器（８８～９５）
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第３５図　遺構外検出土器（９６～１０３）
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第３６図　遺構外検出土器（１０４～１１３）
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第３７図　遺構外検出土器（１１４～１２７）
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第３８図　遺構外検出土器（１２８～１３３）
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第３９図　遺構外検出石器（１３４～１４６）石鏃・尖頭器・石匙
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第４０図　遺構外検出石器（１４７～１５５）石箆
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第４１図　遺構外検出石器（１５６～１６４）スクレイパー
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第４２図　遺構外検出石器（１６５～１７２）スクレイパー
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第４３図　遺構外検出石器（１７３～１７７）石錐・石核・磨製石斧
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第４４図　遺構外検出石器（１７８～１８１）石錘
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第４５図　遺構外検出石器（１８２～１８５）石錘・環状石製品・凹石・すり石
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第４６図　遺構外検出石器（１８６～１９０）すり石

（MC４�３�）�

（LR６�８�）�１�８�６�

１�８�７�

（LD５�３�）�１�８�８�

（MF５�５�）�１�８�９�

（LT４�６�）�１�９�０�

０� １�０cm



第４章　調査の記録

―　　―７４

第４７図　遺構外検出石器（１９１～１９４）すり石
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第５章　自然科学分析

　　第１節　放射性炭素年代測定（第５表）

山形　秀樹（パレオ・ラボ）

１．はじめに

　物見坂Ⅲ遺跡より検出された炭化物の加速器質量分析法（AMS法）による放射性炭素年代測定を実

施した。

２．試料と方法

　試料は、SI３０３覆土から採取した炭化材（クリ）１点、SI３１０覆土から採取した炭化材（クリ）１点、

SI３１０ RC３２から採取した炭化材（クリ）１点、Ⅲ S南北ベルト北端Ⅲ層十和田火山灰直下から採取し

た炭化材（クリ）１点、SW２０２確認面から採取した炭化材（クリ）１点、SW３０１確認面から採取した炭

化材（クリ）１点、SW２０７確認面から採取した炭化材（クリ）１点、SKF３４４最下層から採取した炭化材

（オニグルミ）１点、SKT３０８褐色土から採取した炭化材（クリ）１点の併せて９点である。

　これら試料は、酸・アルカリ・酸洗浄を施して不純物を除去し、石墨（グラファイト）に調整した後、

加速器質量分析計（AMS）にて測定した。測定された１４C 濃度について同位体分別効果の補正を行なっ

た後、補正した１４C 濃度を用いて１４C 年代を算出した。

３．結果

　第５表に、各試料の同位体分別効果の補正値（基準値－２５．０‰）、同位体分別効果による測定誤差を

補正した１４C 年代、１４C 年代を暦年代に較正した年代を示す。

　１４C 年代値（yrBP）の算出は、１４C の半減期として Libby の半減期５，５６８年を使用した。また、付記し

た１４C 年代誤差（±１σ）は、計数値の標準偏差σに基づいて算出し、標準偏差（One sigma）に相当する

年代である。これは、試料の１４C 年代が、その１４C 年代誤差範囲内に入る確率が６８％であることを意味

する。

　なお、暦年代較正の詳細は、以下の通りである。

〈暦年代較正〉

　暦年代較正とは、大気中の１４C 濃度が一定で半減期が５，５６８年として算出された１４C 年代に対し、過

去の宇宙線強度や地球磁場の変動による大気中の１４C 濃度の変動、および半減期の違い（１４C の半減期

５，７３０±４０年）を較正し、より正確な年代を求めるために、１４C 年代を暦年代に変換することである。具

体的には、年代既知の樹木年輪の詳細な測定値を用い、さらに珊瑚のU-Th 年代と１４C 年代の比較、お

よび海成堆積物中の縞状の堆積構造を用いて１４C 年代と暦年代の関係を調べたデータにより、較正曲

線を作成し、これを用いて１４C 年代を暦年代に較正した年代を算出する。

　１４C 年代を暦年代に較正した年代の算出にCALIB ４．３（CALIB ３．０のバージョンアップ版）を使用し

た。なお、暦年代較正値は１４C 年代値に対応する較正曲線上の暦年代値であり、１σ暦年代範囲はプ

ログラム中の確率法を使用して算出された１４C年代誤差に相当する暦年代範囲である。カッコ内の百分

率の値はその１σ暦年代範囲の確からしさを示す確率であり、１０％未満についてはその表示を省略し

た。１σ暦年代範囲のうち、その確からしさの確率が最も高い年代範囲については、表中に下線で示
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した。

４．考察

　各試料は、同位体分別効果の補正および暦年代較正を行なった。暦年代較正した１σ暦年代範囲の

うち、その確からしさの確率が最も高い年代範囲に注目すると、それぞれより確かな年代値の範囲と

して示された。

引用文献

中村俊夫（２０００）放射性炭素年代測定法の基礎．日本先史時代の１４C年代、p．３-２０．

Stuiver, M. and Reimer, P. J.（１９９３）Extended １４C Database and Revised CALIB３.０ １４C Age Calibration Program, 

Radiocarbon, ３５, p.２１５-２３０.

Stuiver,M., Reimer,P.J., Bard,E., Beck,J.W., Burr,G.S., Hughen,K.A., Kromer,B., McCormac,F.G., v.d. Plicht,J., and 

Spurk,M.（１９９８）INTCAL９８ Radiocarbon Age Calibration, ２４,０００- ０ cal BP, Radiocarbon, ４０, p.１０４１-１０８３.

　　第２節　炭化材の樹種同定（第６表・図版１４－１）

植田　弥生（パレオ・ラボ）

１．はじめに

　鹿角市十和田錦木に所在する当遺跡の、住居跡・窯跡・土坑などから出土した炭化材の樹種同定結

果を報告する。

２．炭化材樹種同定の方法

　試料中の異なる種類と推定された破片を調べた。樹種同定は、炭化材の３方向の断面を走査電子顕

微鏡で拡大して材組織を観察し同定した。横断面（木口）は炭化材を手で割り新鮮な平滑面を出し、接

線断面（板目）と放射断面（柾目）は片刃の剃刀を各方向に沿って軽くあて弾くように割り面を出す。こ

の３断面の試料を直径１�の真鍮製試料台に両面テ－プで固定し、試料を充分乾燥させた後、金蒸着

を施し、走査電子顕微鏡（日本電子㈱製　JSM-T１００型）で観察と写真撮影を行った。

３．結果

　９試料すべてからクリが検出され、試料８からはクリと共にオニグルミも検出された。住居跡

（SI）・窯跡（SW）・土坑（SK）など異なる性格の遺構からクリは検出され、非常に多用されていた事が判

る。

　以下に同定の根拠とした材組織の特徴を記載する。

　オニグルミ　��������	��
������ Maxim. subsp. ���������	� （Maxim.） Kitamura　クルミ科　図版１４

－１　１a-１c（炭化物⑧　SKF３４４　最下層）

　単独あるいは２～３個が主に放射方向に複合した中型の管孔が除々に径を減じながら散在し、接線

状の柔組織が顕著な散孔材。道管の壁孔は交互状、穿孔は単一、膜状のチロ－スが顕著ある。放射組

織はほぼ同性または上下端部に方形細胞がある異性、３細胞幅が多い。

　暖帯から温帯のやや湿った所に生育する落葉高木で、種子は食用になり、材は加工しやすく狂いが

少ない。
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　クリ　����������	����� Sieb. et Zucc.　ブナ科　図版１４－１　２a-２c（炭化物⑥）

　年輪の始めに中型～大型の管孔が密に配列し、除々に径を減じるものや急に径を減じるものがあり、

晩材は非常に小型の管孔が火炎状に配列し、柔組織が接線状に配列する環孔材。道管の壁孔は小型で

交互状、穿孔は単一、内腔にはチロ－スがある。放射組織は単列同性、道管との壁孔は孔口が大きく

交互状である。

　北海道西南部以南の暖帯から温帯下部の山野に普通の落葉高木である。果実は食用になり、材は粘

りがあり耐朽性にすぐれている。

　　第３節　火山灰分析（第７～１０表・図版１４－２）

黒澤　一男（パレオ・ラボ）

１．試料と分析方法

　秋田県北東部に位置する鹿角市の物見坂Ⅲ遺跡から採取された試料５点（SD１０３覆土，SI３０３覆土，

Ⅱ層上位，中位，下位）を用いて以下の分析をおこなった．なお，軽石試料２点（SD１０３覆土と SI３０３

覆土）については，粉末状にし付着した汚れを超音波洗浄により除去した後に，以下の分析（テフラ

鉱物組成分析の①と②は除く）をおこなった．

（１）テフラ鉱物組成分析

①　各試料について約４０g程度秤量し，分析試料とした．

②　１φ（０．５�：３０メッシュ），２φ（０．２５�：６０メッシュ），３φ（０．１２５�：１２０メッシュ），４

φ（０．０６３�：２５０メッシュ），の４枚のふるいを重ね，流水下で電磁式フルイ振とう機を用い

て，湿式ふるい分けをおこなった．各ふるいの残渣について，それぞれを乾燥・秤量して粒

度組成としてあらわし，試料の乾燥重量中における粒径４φ以上の砂粒分の重量％を含砂率

とした．

③　４φの残渣（粒径０．１２５～０．０６３�）については，重液（テトラブロモエタン，比重２．９６）を用い

て重鉱物（有色鉱物）と軽鉱物（無色鉱物）に分離した．

④　分離した重鉱物，軽鉱物それぞれについて封入剤レークサイトセメントを用いてプレパラー

トを作成した．それらを偏光顕微鏡下で鉱物粒子を同定，計数し，重鉱物，軽鉱物組成を求

めた．重鉱物はカンラン石，イディングサイト（カンラン石が水の影響をうけて変質した鉱物；

町田ほか，１９８３），斜方輝石（主にしそ輝石），単斜輝石（主に普通輝石），角閃石（ホルンブレ

ンド），磁鉄鉱（チタン鉄鉱も含む），不透明鉱物（その他の不透明粒子を含む）に分類した．

軽鉱物は火山ガラスと長石，石英に分類した．なお，軽鉱物中に含まれる未分解のローム粒

子や風化粒子については試料の洗浄のしかたによって含有率が異なる場合があるので，計数

の対象から除いた．また，軽鉱物中の火山ガラスの形態については，町田・新井（１９９２）の分

類基準に従い形態分類をおこなった（第７表）．

（２）屈折率測定

　火山ガラスの屈折率については，横山ほか（１９８６）の方法に従って，温度変化型屈折率測定装置

（RIMS８６）を用いて屈折率（n）を測定し，その結果を範囲（range）であらわした．

２．結果
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　物見坂Ⅲ遺跡において鉱物組成分析，屈折率測定をおこなった結果を以下に述べる．

（１）テフラ組成分析（第８・９表）

　堆積物中の砂粒分の割合（含砂率）は，Ⅱ層において下位ほど高い値を示す．

　砂粒分の粒度組成は，３試料とも１φ残渣がおよそ５０％以上となり，下位ほど高い値を示す．

　重・軽鉱物比については，軽鉱物がおよそ８０％以上を占める．その中でⅡ層中位と上位は重鉱物が

２０．６，１７．５と高い値を示す．

　重鉱物は，斜方輝石，磁鉄鉱，単斜輝石，角閃石からなる組成となり，５試料とも近似した組成を

示す．斜方輝石は５試料とも４０％以上ともっとも高い含有率を示す．磁鉄鉱は２４～４０％と斜方輝石に

次いで高い値を示す．単斜輝石は１２～２５％の含有量である．角閃石の含有率は２．４％以下の値を示す．

カンラン石やイディングサイトは確認されなかった．

　軽鉱物は，７３％以上が火山ガラスである．

　火山ガラスの形態は，スポンジ状の軽石型が多く，軽鉱物中の半分以上（５２～７６％）を占める．また，

次いで繊維状軽石型が見られる．

（２）屈折率測定（第１０表）

　測定した５試料の結果は，SD１０３覆土の屈折率は範囲１．５００７－１．５０３９，平均１．５０２５，SI３０３覆土の屈

折率は範囲１．５０１４－１．５０４１，平均１．５０２６，Ⅱ層上位の屈折率は範囲１．５００６－１．５０４４，平均１．５０２５，Ⅱ

層中位の屈折率は範囲１．５０１８－１．５０４６，平均１．５０３３，Ⅱ層下位の屈折率は範囲１．５００６－１．５０５８，平均

１．５０３９となり，およそ範囲１．５００－１．５０５，平均１．５０３～１．５０４とやや近似した値を示す．

３．堆積物中の指標テフラ

　今回の分析により物見坂Ⅲ遺跡において検出されたテフラについて，その特徴と噴出起源及び年代

について述べる．

【To-a：十和田 a火山灰】

　SD１０３覆土，SI３０３覆土，Ⅱ層上位は，火山ガラスの形態とその屈折率の値から十和田 a火山灰

（Towada-a：To-a；大池，１９７２）と考えられる．火山ガラスの形態が軽石型からなることと，火山ガ

ラスを用いた屈折率測定結果は範囲１．４９６－１．５０４，平均１．５０３となり，従来の十和田 a火山灰の値（範

囲１．４９６－１．５０４；町田・新井，１９９２）と重なることから，To-a に同定される．

　To-a は東北の十和田カルデラを噴出源とし，東北地方のほぼ全域に分布している．また，噴出時代

は，古文書から西暦９１５年（平安時代前期）であると考えられている（町田ほか，１９８１）．

　また，Ⅱ層中位と下位について火山ガラスの屈折率値はほぼ前述の３試料と近似しているが，少々

平均が高い値にずれているが，火山ガラスの形態は前述の３試料と同様であることも含め，前述の３

試料と同様に To-a に同定されると考えられる

４．まとめ

　物見坂Ⅲ遺跡においてテフラ分析をおこなった結果，指標テフラとして，平安時代前期（西暦９１５年）

に噴出した十和田 a火山灰　（To-a）と To-H（十和田八戸火山灰）が認められた．

引用文献

町田　洋・新井房夫（１９９２）｢火山灰アトラス ｣．東京大学出版会，２７７p．
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町田　洋・新井房夫・森脇　広（１９８１）日本海を渡ってきたテフラ．科学，５１，５６２－５６９．

町田　洋・村上雅博・斎藤幸治（１９８３）南関東の火山灰中の変質鉱物〝イディングサイト〟について．第四紀研究，２２，６９－

７６．

大池昭二（１９７２）十和田火山東麓における完新世テフラの編年．第四紀研究，１１，２２８－２３５．

横山卓雄・檀原　徹・山下　透（１９８６）温度変化型屈折率測定装置による火山ガラスの屈折率測定．第四紀研究，２５，２１－３０．

　　第４節　植物珪酸体分析（第１１・１２表・図版１４－３）

鈴木　　茂（パレオ・ラボ）

　イネ科植物は別名珪酸植物とも言われ、根より大量の珪酸分を吸収することが知られている。この

吸収された珪酸分が葉や茎の細胞内に沈積し形成されたものを植物珪酸体（機動細胞珪酸体や単細胞

珪酸体）と言い、これについては藤原（１９７６）や藤原・佐々木（１９７８）など、イネを中心としたイネ科植

物の形態分類の研究が進められている。こうしたことから物見坂Ⅲ遺跡において採取された土壌試料

について植物珪酸体分析を行い、得られた植物珪酸体から遺跡周辺のイネ科植生について検討した。

１．試料と分析方法

　分析用試料は SK３４３下層（試料番号１５）、SK３４４最下層（試料番号１６）および SI３０３内カマド周辺付近

（試料番号１７）より採取された３試料である。各試料について簡単に記すと、試料１５は黒色土壌、１６は

黒灰色の土壌、１７は黒褐色の砂混じり土壌である。植物珪酸体分析はこれら３試料について以下のよ

うな手順にしたがって行った。

　秤量した試料を乾燥後再び秤量する（絶対乾燥重量測定）。別に試料約１�（秤量）をト－ルビ－カ－

にとり、約０．０２�のガラスビ－ズ（直径約４０μｍ）を加える。これに３０％の過酸化水素水を約２０～３０�

加え、脱有機物処理を行う。処理後、水を加え、超音波ホモジナイザ－による試料の分散後、沈降法

により１０μｍ以下の粒子を除去する。この残渣よりグリセリンを用いて適宜プレパラ－トを作成し、

検鏡した。同定および計数はガラスビ－ズが３００個に達するまで行った。

２．分析結果

　同定・計数された各植物の機動細胞珪酸体個数とガラスビ－ズ個数の比率から試料１�当りの各機

動細胞珪酸体個数を求め（第１１表）、それらの分布を図１に示した。以下に示す各分類群の機動細胞珪

酸体個数は試料１�当りの検出個数である。

　検鏡の結果、試料１７よりイネが検出され、約１２，０００個とやや多い検出個数を示している。また同試

料からは他にクマザサ属型やヨシ属，キビ族，ウシクサ族などが得られているが、他の試料に比べか

なり低い検出個数を示している。試料１５，１６ではクマザサ属型が非常に多く、いずれも３００，０００個を

越えている。次いでウシクサ族が多く、キビ族も２０，０００個を越えている。ヨシ属は試料１５で１０，０００個

を越えており、同試料からはシバ属も得られている。

３．遺跡周辺のイネ科植物

　上記したように、試料１５，１６ではクマザサ属型が非常に多く、遺跡周辺にはクマザサ属型のササ類、

すなわちチシマザサやチマキザサといったササ類が分布を広げていたとみられる。これらササ類は森

林の下草的存在で生育していたと考えられる。一方次いで多いウシクサ族は日の当たる開けたところ

での生育が考えられ、ススキやチガヤといったウシクサ族が遺跡周辺の空き地や森林の林縁部などに
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群落を形成していたと推測される。またキビ族も２０，０００個を越えており、珪酸体の生産量が少ないキ

ビ族としては比較的多く得られている。このキビ族についてはその形態からアワ・ヒエ・キビといっ

た栽培種であるのかイヌビエ・エノコログサなどの雑草類であるのか分類が難しいのが現状である。

ちなみに雑草類とすると先のウシクサ族に加え、ネザサ節型のササ類やシバ属とともに遺跡周辺にお

いて草地的景観を見せていたと考えられよう。

　試料１５からはヨシ属も比較的多く検出されており、他の２試料からも少ないながら得られている。

よって遺跡周辺にはヨシ属（ヨシ・ツルヨシなど）が生育できる湿地や地下水位の高いところの存在も

予想される。　

　試料１７からはイネが検出されている。試料は住居内のカマド周辺より採取された土壌であることか

ら、稲藁がカマドにおいて着火材などとして焼かれた結果、その灰がカマド周辺の土壌内に混入した

ことが考えられる。よってこの時期物見坂Ⅲ遺跡においてイネが存在していたといえるが、栽培して

いたかどうかについては言及できない。

引用文献

藤原宏志（１９７６）プラント・オパ－ル分析法の基礎的研究（１）－数種イネ科植物の珪酸体標本と定量分析法－．　考古学と

自然科学，　９，　p.１５－２９．

藤原宏志・佐々木彰（１９７８）プラント・オパ－ル分析法の基礎的研究（２）－イネ（Oryza）属植物における機動細胞珪酸体

の形状－．　考古学と自然科学，　１１，　p.９－２０．

　　第５節　花粉化石群集（第１３表・図版１４－４）

新山　雅広（パレオ・ラボ）

１．はじめに

　物見坂Ⅲ遺跡は、秋田県鹿角市十和田錦木字下野２－２外に所在する。本遺跡では、これまでの発

掘調査により、縄文時代早期から１０世紀前後の遺物が検出されている。ここでは、本遺跡周辺の古植

生を明らかにする一端として花粉化石群集の検討を行った。

２．試料と方法

　花粉化石群集の検討は、試料１８～２０の合計３試料について行った。試料１８（土壌④）は黒褐色シルト

で SKF３４３下層より採取された。試料１９（土壌⑤）は黄灰色シルトで SKF３４３最下層より採取された。

試料２０（土壌⑥）は黄灰色シルトで SKF３４４中層より採取された。なお、試料１９については大型植物化

石の検討も行われた。

　花粉化石の抽出は、試料約２～３ gを１０％水酸化カリウム処理（湯煎約１５分）による粒子分離、傾斜

法による粗粒砂除去、フッ化水素酸処理（約３０分）による珪酸塩鉱物などの溶解、アセトリシス処理（氷

酢酸による脱水、濃硫酸１に対して無水酢酸９の混液で湯煎約５分）の順に物理・化学的処理を施す

ことにより行った。なお、フッ化水素酸処理後、重液分離（臭化亜鉛を比重２．１に調整）による有機物

の濃集を行った。プレパラート作成は、残渣を蒸留水で適量に希釈し、十分に攪拌した後マイクロピ

ペットで取り、グリセリンで封入した。検鏡は、プレパラート全面を走査し、その間に出現した全て

の種類について同定・計数した。なお、マメ科は樹木と草本のいずれをも含む分類群であるが、区別
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が困難なため、ここでは便宜的に草本花粉に含めた。また、複数の分類群をハイフンで結んだものは

分類群間の区別が困難なものである。

３．花粉化石群集の記載

　同定された分類群数は、樹木花粉８、草本花粉５、形態分類で示したシダ植物胞子２である。以下

に、各試料の花粉化石群集の記載を示す。

　試料１８（土壌④、SKF３４３下層）：産出したのはハンノキ属１個体のみであった。

　試料１９（土壌⑤、SKF３４３最下層）：産出したのはサワグルミ属－クルミ属とクリ属が１個体ずつで

あった。

　試料２０（土壌⑥、SKF３４４中層）：産出したのは樹木では、クルミ属、ハンノキ属、コナラ亜属、ク

リ属、ニレ属－ケヤキ属、キハダ属、トチノキ属であり、トチノキ属はやや目立った。草本では、イ

ネ科、マメ科、ヨモギ属、他のキク亜科、タンポポ亜科であった。

４．考察

　検討した結果、いずれの試料も十分な花粉化石が産出せず、古植生の推定は困難である。試料２０で

は、他試料に比べると多少花粉化石が保存されていたが、樹木で産出したのはいずれも落葉広葉樹で

あった。周辺に落葉広葉樹林が成立しており、やや目立った虫媒花のトチノキ属は遺跡の比較的近辺

に生育していた可能性は考えられる。なお、検討した試料は十分な花粉化石が保存されていなかった

が、花粉化石は、水成堆積物である場合には良好に保存されるが、花粉化石が殆ど産出しないことか

ら、試料とした堆積物は水成環境で安定して堆積したものとは考え難い。試料とした堆積物は、おそ

らく土壌のような酸化的な条件下で堆積したものと思われ、そのために、花粉化石は保存されず、プ

レパラート状況に示したように主に炭化物片（燃焼により炭化した植物片）のみが残ったのであろう。

　　第６節　炭化種実（図版１４－５）

新山　雅広（パレオ・ラボ）

１．はじめに

　物見坂Ⅲ遺跡は、秋田県鹿角市十和田錦木字下野２－２外に所在する。本遺跡では、これまでの発

掘調査により、縄文時代早期から１０世紀前後の遺物が検出されている。ここでは、本遺跡での食生活

（栽培・利用状況）を明らかにする一端として炭化種実の検討を行った。

２．試料と方法

　炭化種実の検討は、試料２１、２２の２試料について行った。試料２１（土壌⑦）は黄灰色シルトで

SKF３４３最下層より採取された。試料２２（土壌⑧）は暗灰黄色砂礫混じりシルトで SI３０３カマド周辺付

近より採取された。なお、試料２１は花粉化石群集の検討も行われた。

　炭化種実の採集は、０．２５�および２�目の篩を用いて水洗篩い分けを行い、肉眼および実体顕微鏡

下で残渣から拾い上げた。処理量は、試料２１は８１８．６�、試料２２は８．８�である。

３．結果および若干の考察

　試料２１は炭化種実を全く含んでいなかった。試料２２はイネ炭化胚乳（５個体）、キビ炭化胚乳（１０個体）、

アワ近似種炭化胚乳（４個体）、コムギ炭化胚乳（１４個体）、オオムギ炭化胚乳（３個体）、ムギ類炭化胚
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乳（破片１個体）を出土した。これらは、いずれも栽培植物と考えられ、本遺跡での食生活の一端を知

ることができた。個数がさほど多くないので、明らかなことではないが、キビ族ではアワよりもキビ、

ムギではオオムギよりもコムギの方がより一般的であったのかもしれない。

４．形態記載

イネ　���������	
� Linn.　　炭化胚乳

　長さ約４．３～５．９�、幅約２．８～３．３�。

コムギ　���������	
������ Linn.　　炭化胚乳

　丸こく、楕円形ないしほぼ円形。厚みがあり、断面も楕円形ないしほぼ円形。欠損で大きさの不明

なものもの一部あったが、長さ約３．４～５．２�、幅約２．１～３．１�。

オオムギ　��������	�
���� Linn.　　炭化胚乳　

　コムギに比べて細長く、菱形に近い楕円形。長さの割に厚さが薄く、下端がやや尖り気味となる。

長さ約４．１～５．３�、幅約２．０～３．２�。なお、ムギ類としたものは、破片であり、コムギともオオムギ

とも区別し得なかった。

キビ　����������	���
�� Linn.　　炭化胚乳

　ヒエ、アワに比べて大きく、先端は尖り気味となる。胚部分の長さは果長の約１／２程度。欠損で

大きさの不明なものもの一部あったが、長さ約１．８～２．９�、幅約１．３～１．７�。

アワ近似種　cf. �������������	� Beauv.　　炭化胚乳　

　キビよりも一回り小さく、長さと幅がほぼ同程度であり、先端部はやや平らな円形で中央部がやや

へこむ場合もある。アワは、胚部分の長さは果長の２／３程度で臍は幅が狭く細長い楕円形である。

出土したものは、欠損で胚部分、臍のいずれかが不明瞭であるが、外形もあわせておそらくアワと思

われ、アワ近似種とした。長さ１．５�前後、幅１．３�前後。

参考文献

吉崎昌一（１９９０）　北海道恵庭市柏木川１１遺跡の植物遺体．北海道恵庭市発掘調査報告書，pp.１０４－１１３．
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第６章　まとめ

　本遺跡の発掘調査では、国道建設予定地内の６，５００㎡という限られた範囲にもかかわらず、縄文時

代の土坑墓８基、土坑２基、陥し穴１０基、フラスコ状土坑４基、平安時代の竪穴住居跡２軒、平安時

代から中世にかけての掘立柱建物跡５棟、溝跡１条などを検出した。また、遺構内外から、縄文時代

早期～晩期、続縄文時代、平安時代、中世の遺物が出土した。個別の遺構と遺物については、第４章

で述べているが、ここでは発掘調査の成果と今後の課題を抽出してみたい。

縄文時代の遺構と遺物について

　縄文時代の遺構としては、８基検出した土坑墓について述べてみたい。このうち SK３２７土坑墓から

は、前期初頭の尖底土器２個体と台石２個が出土しているが、この土坑墓の底面には、十字に溝が掘

られていた。他の土坑墓でも、１条あるいは平行する２条の溝が検出されており、注目される。

　県内の他遺跡でも、貯蔵穴と判断されている土坑の底面に検出されている例があるが、土坑墓では

類例がないことから、貯蔵穴を再利用したものか再検討する必要がある。

　縄文時代早期の土器は、貝殻腹縁文を施した白浜式土器や横位の連続性が強い口縁部文様帯区画内

に貝殻腹縁文を多数施した物見台式がある。この型式特有の底部には、乳房状のものもあった。全般

に胎土は緻密で、焼成は良好であった。当該期に近い土器は、複節沈線が施された尖底土器が出土し

た鹿角市八幡平上葛岡Ⅳ遺跡や同市花輪の柏木森遺跡、同市十和田の大湯環状列石などで見つかって

いる。また、大館市の鳶ヶ長根Ⅳ遺跡、上ノ山Ⅱ遺跡、寒沢遺跡でも出土例がある。

　縄文時代前期初頭の早稲田６類に比定される尖底土器には、縄文地文の上に箆状工具または棒状工

具によって横位に沈線文を施したものと、押し引き沈線文を施したものがあった。縄文地文に押し引

き沈線文を施した尖底土器は、青森県六ヶ所村の表館遺跡・表館遺跡Ⅱ・新納屋遺跡（２）・鷹架遺跡、

青森県八戸市の鳥木沢遺跡などで出土例がある。県内での出土例は少ないため、類例の比較検討は困

難であるが、新たな資料を提示できたことの意義は大きい。

　また、土坑墓群の近くから長さ７�、幅４�、厚さ３�で約９５�の重量をもつベンガラ塊が出土し

ているが、土坑墓内から出土した台石やすり石に、ベンガラが付着しているものがあることから、ベ

ンガラ塊は赤色顔料として加工される前の原材料である可能性が高い。「赤い色の自然礫」として処

理されることが多かったこの種の礫も検討する必要性のあることを指摘したい。

　

続縄文時代の遺物について

　小破片の数点ながら、後北式、小坂Ⅹ式に比定される土器が出土した。県内では鹿角市や小坂町、

大館市、能代市など米代川流域の遺跡からの出土が報告されているが、僅かな例を除き土器器形が明

確になることは少ない。本地域における当該期の土器文化を知るためには、わずかずつでも資料の蓄

積が必要である。

―　　―８７



平安時代～中世の遺構と遺物について

　当地域の平安時代の遺跡研究で、年代示準資料として活用されているものの１つに十和田 a降下火

山灰（大湯浮石層）がある。西暦９１５年の降灰記録に比定されるこの火山灰は、本遺跡の２軒の竪穴

住居跡内の堆積土中に確認された。２軒の竪穴住居は、火山灰があまり撹乱されていない状態で堆積

していたことと、住居跡に付設されていたカマドが、煙道部の長い形態の所謂東北型カマドであり、

出土した土器の編年上の位置付けから判断すると１０世紀初頭という年代が与えられる。

　また、SD１０３とした溝状遺構は、堆積した火山灰層を掘り込んでいることから、１０世紀初頭以降の

構築と判断されたが、この溝状遺構の時期や性格については不明である。５棟検出した掘立柱建物跡

と１条の柱穴列は、平安時代～中世の構築と考えられる。

　本遺跡の調査では、縄文時代早期から、この台地上で人々の営みがあり調査区内では墓域、狩猟場、

居住域、耕作地と土地利用が変遷していったことが明らかになったが、周辺地域の遺跡との関わりや

相互の比較検討をする必要のあることを今後の課題としたい。
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４、遺構外出土石器
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図版14－1 炭化材樹種

図版14－3 植物珪酸体

図版14－4 花粉化石群集 プレパラート状況

1a  オニグルミ（横断面）
炭化物H bar：0.5mm

1b  オニグルミ（接線断面）
炭化物H bar：0.1mm

1c  オニグルミ（放射断面）
炭化物H bar：0.1mm

2a  クリ（横断面）
炭化物F bar：0.5mm

2b  クリ（接線断面）
炭化物F bar：0.5mm

2c  クリ（放射断面）
炭化物F bar：0.5mm

（scale bar:30ÿ）

（scale bar::50ÿ）

1、2：イネ（a：断面、b：側面） No.17
3、4：クマザサ属型（a：断面、b：側面）3：No.16 4：No.15
5、6：ウシクサ族（a：断面、b：側面）5：No.16 6：No.15
7：ヨシ属（断面）No.15 8：キビ属（側面）No.15

図版14－2 堆積物中の鉱物類

1：軽石型繊維状火山ガラス（試料1） 2、3：軽石型スポンジ状火山ガラス（試料1）
4、5：単斜輝石（試料5） 6～8：斜方輝石（試料5） 9：角閃石（試料4）

1：試料18（SKF343下層）
2：試料19（SKF343最下層）
3：試料20（SKF344中層）

図版14－5   試料22（SI303カマド周辺付近）から
出土した炭化種実（スケールは1mm）
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1：イネ、炭化胚乳　　2、3：コムギ、炭化胚乳　　4、5：オオムギ、炭化胚乳
6～8：キビ、炭化胚乳　　9、10：アワ近似種、炭化胚乳
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